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FRONT VIEW 


「Z」、「ZZ」 で 恐竜 的 進化 を 遂げ て きた モビ ル 
スー ツ の ライ ン か ら 一 転 し 、 シ ンプ ル な ライ ン で 
構成 され て いる U ガ ンダ ム 。 初代 ガン ダム の デザ 
イン を 自分 が 行っ た 結果 こう な っ た と いう 出渕 氏 
の 言葉 通り 、 脚 部 、 胸 部 な ど に 初代 ガン ダム の 面 
影 を 色濃く 残し て いる 。 当 時 は 諸事 情 に より デザ 
イン する 時 間 が 非常 に 制限 され て お り 、 サ ン ラ イ 
ズ 企 画 室 に 在籍 し て いた 鈴木 雅 久 氏 ら 若 手 デ ザイ 
ナー が アイ デア を 出し 、 そ れ を 出 洋 氏 に 提示 する 
と いう 珍し い 経緯 で デザ イン され た も の で ある 。 


e 


背部 型 化 
し て いた ク バ ッ ク か ら 、 
シン ブル な 物 に な っ て いる 。 

統 が 小型 化し た 
ダム 特有 の 上 ふく 
ы ら か い ラ イン が 復 
活 し て いる の も 特徴 的 。 


や ガン ダム の 武器 。 こ ち 
ら も 「ZZ」 ま で に み ら れ た 
内 蔵 式 で は な く 、 手 持ち に 
し た こと に よっ て より 「 巨 
大 な 歩兵 ] と いう モビ ルス 
ー ツ 当初 の イメ ー ジ に 近 づ 
ける こと に に 成功 し て いる 。 
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ヒメ レル ん ルル) 2 


他 の モビ ルス ー ツ と は 一 線 を 画す る 
デザ イン で ある この ファ ン ネ ル は 、 監 
匠 の 富野 由悠季 の 提案 で あっ た 「 マ ン 
ト の よう な も の 」 を コン セプト に デザ 
イン され て いる 。 デ ザイ ン の 原型 を 作 
っ た の は 当時 サン ライ ズ 企 画 室 に いた 
デザ イナ ー・ 鈴 木 雅 久 氏 で 、 そ の ラフ 
を 基 に 出渕 氏 が デザ イン し た の が 上 図 
の 形 で ある 。 





ファ ン ネ ル 装 着 状 態 と ジョ イン ト 部 分 。 当 初 は 戸板 の よう な 物 を 背負 っ た 
形 だ っ た が 、 は た めく マン ト と いう イメ ー ジ に 、 よ り 近 づけ る た め に 各 フ ァ 
ン ネ ル の 位置 を ずら し 、 現 在 の 形 に 決定 し た 。 

















в 


љУЯИМТ-1"71,у54° 


УА ポケ ッ ト の 忠 の 戦争 」 


















背部 や 扇 に 描か れ て 
いる 「4」 の 文字 は 、 ガ 
ンダ ム 4 号 機 を 示す も 
の で 、 他 に も バッ ク バ 
ッ ク に ある 「U.NT.S 
PACEY」 の 文字 な ど 、 
[ 逆 シ ャ ア 」 よ り も ディ 
ティ ー ル を 細か く 設定 


成功 し て いる 。 












が 開始 され た OVA シ リー ズ 『0080」 に : 
し た ガン ダム 。 デ ザイ ン ワ ー ク ス と し て 出渕 

氏 が 参加 し て お り 、 細 か な 部 分 まで 氏 の テイ 
スト が 入っ て いる 。 メ カ 全 体 に ミリ タリ ー の \ 
匂い が 色濃く 、 こ の 機体 も も ガン ダム の 軽快 \ 
な 航空 兵器 的 シル エッ ト に くら べ 、 陸 戦 兵器 

的 な 重く 力強い シル エッ ト に な っ て いる 。 脚 

部 は 太く か か れ て お り 、 ふ くら は ぎの 部 分 に 

| も その 違い が 顕著 で ある 。 
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備 潤 し た アレ ッ 
クス と 、 腰部 分 の 
ディ ティ ー ル 。 こ 
うし て みる と 、 全 
体 が 四角 い バ ー ツ 
構成 に な っ つて いる 
の が わか る 。「Z」 
以降 に 登場 する ア 
- | | ポジ モー ター が 各 
悪い ハリ ボテ ў 7 所 に 配置 され て お 

に \ ? り 、 こ れ も 作 品 の 
ЕЕ ) 間 を 回 ぐ デザ イン 
に な っ て いる 。 
ーー 
















2127) 


= 
Зып т-9-а MT が 9 
[лтат--Яёжә MT 





と ーー ガト リン グ & ビーム ・ サ ー ベ ル 
жб te 「O080」 に お いて ガン ダム は 英 役 で ある 。 そ の た め に 、 
А смэссежнжо22/0. 5581. ЗАВО, 

腕 部 に 内 茂 し て いる 。 映像 的 な イン バク ト を つけ る た め 、 
ム 兵 器 で は な く 、 実弾 兵器 を 搭載 する こと を 提案 し 、 現在 の 形 に な っ た 。 





Pe 














ザイ ン し て いる 。 
後 年 、OVA「0083」 に 登場 する ジム ・ キ ャ ノン I が 同様 の 装甲 を 備え 
て いる 。 ちなみに 、 チ ョ バム 装甲 と いう の は 出渕 氏 が 暫定 的 に つけ た 呼 
び 名 で あっ た が 、 後 に 正式 名 称 と な っ た 。 


リニア シー ト 式 の 「Z」 と モ 式 の 「 フ ァ ー ス ト 」 を 結ぶ デ 
ザイ ン に な っ て お り 、 リ ニア に 移行 する 前 の 技術 と し て 分 
割 式 の モニ ター が 付け られ て いる 。 考案 者 は 出渕 氏 で 、 モ ニタ ー 
の 配置 は サッ カー ボー ル を 参考 に され て いる 。 

















Ға 


СЕ Орау 


ガン ダム の 簡易 量産 型 と し て 設計 され た と いう 設定 の り ・ ガ ズ ィ 。 背部 
の 大 型 ウィ ング の 排除 、 線 の 減少 な ど を 行い 、 シ ャ ー プ だ っ た Z ガ ンダ ム の 
デザ イン か ら 一 転 し て 、 曲 線 的 な デザ イン へ と 変わ っ て いる 。 な お 、 上 の ラ 
フ は アム ロ 専 用 機 の も の で 、 頭 部 な ど が 微妙 に 違っ て いる 。 





【 豆 部 】 





















М WORKS REALISTIC MECHANICS 





ガン ダム の ウェ イブ ライ ダー に あたる バッ クウ ェ ポ ン シ ス テム は 、 出渕 氏 が デザ イン を 引き 受け る 前 に 
すでに 考案 され て いた 。 た だ し 、 そ の 時 点 で は 飛行 形態 で は な か っ た た め 、 よ り ウ ェ イ ブラ イダ ー に 近づけ 
る た め に 現在 の デザ イン に リフ ァ イ ン され た 。 





























加 部 バー ツ を 排除 し 、 シ ンプ ル な シル エッ て お り 、 
連邦 の 代表 的 量産 機 ジ ハ の デザ イン と は また の 方 向 性 に 
展開 し て いる 。 ラ フ の 段階 で は 後部 バッ ク バ きめ に な / 
つて いる が 、 決 定 稿 で は スラ スタ ー が 一 基 に 変更 され た 。 











て 登場 し た MS の 一 体 。「 ガ ンダ ム ] で 登場 し た MS ガン キャ 
ノン の バリ エー ショ ン で ある 。 円 簡 形 の 太い 手足 や 厚い 装甲 板 な が ど 、 ガ ン キ ャ ノン 
タイ プ 特 有 の 重量 感 の ある デザ イン に な っ て いる 。 肩 の キャ ノン 砲 が 収納 可能 な ど 
ギミック も 多く 、 顔 部 の 補強 バー や 肩 ア ー マ ー の 穴 な ど 出 渕 氏 らし い 細か な ディ テ 
ィ ー ル が 面白 い . 





(в> Феб > | 


同じ く [0080」 の MS。 1 年 戦争 の 代表 的 量産 機 
ジム の バリ エー ショ ン で ある が 、 頭 部 や バッ ク バ 
ッ ク の 形状 が 大 きく 違い 、 胸 部 な ど に アレ ックス 
と の 共通 部 分 が 見 られ る 。 通 常 の ジム に くら べ て 
胸 が 厚く 手足 が 短く な っ て お り 、「O0080」 で の 運 
邦 MS は 、 ほ ぼ こ の バラ ンス に な っ て いる 。 宇宙 
仕様 と 地上 仕様 の 2 タタ イプ が ある が 、 武 器 と バッ 
ク バ ッ ク 以 外 に 違い は な い 








【 専 用 ビー ム ガ ン 】 





【 コ ロニ ー 仕 様 】 











ТЕПЕ 


劇 中 を 見 れ ば 分 か る と お り 、 フ ァ ン へ の サー ビス カッ 
ト と し て 数 シー ン の み 登 場 し た MS で ある 。MSV の ジ 
ム ・ ス ナイ バー カス タム の 出 洋 版 で あり 、 肘 や スネ の 部 
分 に いわ ゆる ブチ 穴 が 空け られ て 狙撃 スコ ー ブ な 
どの ギミック も 充実 し て いる 。 右 BE き 込 み に あ る と 
お り 、 バッ ク は 「Z」 で 登場 し た MS ネモ に 近い デ 
ザイ ン に な っ て お り 、 「Z」 と 「 ガ ンダ ム 」 を 繋ぐ デザ イン 
に な る よう に 意図 され た こと が わか る 。 


с г ” с て D 
ЖӘНЕН 2 гы» оло?! 
9 4 % と б 


圭 冷 地 仕様 の MS。 他 の ジム タイ ブ に 比べ て 、 最 も 
「 ガ ンダ ム 」 の ジム に 近い 頭 部 を し て いる 。 プ ロ ポ ー シ 
ョ ン 的 な 変更 は ある も の の 、 脚 部 、 腕 部 に 大 き な 差 異 は 
見 られ な い 。 
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FRONT & REAR VIEW 


ャ ア ・ ア ズ ナ ブル が 搭乗 する モ 

。 西洋 甲 再 に 造語 の 深い 出渕 氏 ら し く 、 各 装甲 バーツ 

に 甲 表 的 な 要素 が 取り 入れ られ 、 重 モビ ルス ー ツ と し て 力強い シ 

ル エ ッ ト を 形成 し て いる 。 腰 部 アー マー に ペイ ント され て いる マ 

ー ク は シャ ア の 本 名 で ある 「 キ ャ スバ ル ・ レ ム ・ ダ イク ン 」 の イ 

ニシ ャ ル C・D を デザ イン 化し た も の で 、 頭 部 の デザ イン は シャ 
ア の ヘル メッ ト と 百 式 の 顔 が モチ ー フ で ある 。 














に 差 は な いで す よ ね 

































に ロム に シル 

サザ ビー の 背部 デザ イン 。 
よく 見 る と バー ニア の 数 が 
予想 以上 に 多い の に 気づく 。 
重量 の ある サザ ビー が 高 機 / 
動 で 動く た め に は 当然 必要 / 
な 物 だ が 、 ほ と ん ど が 装甲 
に 覆 わ れ て お り 、 甲 胃 的 な 
外観 を 損なわ な いよ うに 配 
置 され て いる 。 脚 郭 の ツメ 
の 部 分 は 、 ス タッ フサ イド 
か ら の 指示 で 、 各 MS に つ 
けら れ て いた 。 


Р 
янә 


EE ES 


『Zj な ど で 使 用 され た 漏 
斗 型 の ファ ン ネ ル と は 違い 、 
爆雷 の よう な 外観 を も っ て 
いる 。 発射 し た 時 に 羽 が 開 
く と いう ク は 、 フ ァ 
ン ネ ル が 動い た 時 に 、 よ り 
面白 く 演出 し や すい よう に 
と 出渕 氏 が 考え 出し た 。 フ 
ァ ン ネル ラッ ク の 発射 ギ ミ 
ッ ク な ど 、 凝 っ た 機構 に な 
つて いる が 、 残 念 な が ら 劇 
中 で は 登場 し な い 。 
































































サザ ビー の 兵器 も 、 他 の MS と 同じ く 手持 ち 式 の 武器 が 多い 。 特 に ライ フル 
は 、 キ ャ リン グ ハ ン ドル や 、 ポ ンプ ブ ア ク ショ ン の 機構 な ど 、 様 々 な 銃器 の バー 
ツ が 組み 合わ され た デザ イン に な っ て いる 。 ビ ー ム ・ サ ー ベ ル が ヒー ト ・ ホ ー ク 
に 変わ る 機構 な ど は 、 シ ャ ア 専 用 ザク の 武器 に 対し て の オマ ー ジ ュ で あろ うか 。 








ギュ ネイ 、 ク ェ ス 両機 の 頭 部 の UP と 脚 
部 の ツメ の デザ イン 。 ギ ュ ネ イ 機 の 目 の ベ 
イン ト は 、 モ ノア イ の 部 分 が 口 に 見 える よ 
うな 位置 に な っ て いる 。 猛 高 類 の よう に 見 
える が 、 ロ ー マ の ガレ ー 船 を イメ ー ジ し た 
と いう こと で ある 。 ク ェ ス 機 は 大 型 の 角 も 
な く 、 女 性 っ ぽい すっ きり と し た 頭 部 に な 


シャ ア 率 いる ネオ ・ ン の ニ 
ュー タイ ブ 専 用 MS の デザ イン 。 
サザ ビー に 比べ 、 や や 軽量 な 印象 
を 受け る が 、 サ ザビ ー と 同じ く 西 
洋 甲 責 の イメ ー ジ を 色濃く 取り 入 


у れ て デザ イン され て いる 。 ペ ベース 


は 量産 機 で ある ギラ ・ ド ー ガ と い 
うこ と で 、 各 部 に 共通 点 が ある が 、 


ファン ネル な どの 武装 の 追加 に 伴 


い 、 バ ー ニ ア の 大 型 化 、 全 体 的 に 
ポリ ュー ム ア ッ プ な ど に よっ て 、 
別 系 統 の 機体 の よう な 変貌 を 月 げ 
た 。 ヤ クト (狩人 ) の 名 称 通 り 、 攻 
撃 的 な シル エッ ト を も つ 、 НАБ 
お 気に入り の 一 体 で ある 。 





















Ё の 差別 化 を は か り 、 デ ザ - 
持た せる こと に 成功 し て いる 。 ヤ クト ・ ド 
ファ ン ネ ル の 発射 シー ン が 劇 中 に ある こと 
か ら も 、 演 出 上 で 評価 され た こと が 
わか る 。 











багам る У 


тоже. | 











3 
と 通常 の 兵器 の デザ イン 稽 。 5 
殺し と いう シー ン の イン バク ト ご 
を 増す た め に 、 あ えて 重 火 力 の 
ガト リン グ ガ ン を ク ェ ス の 武器 
に 選ん で いる 。 通常 で は まあ りえ 
な い ビ ー ム の マズ ルフ ラッ シュ 
も その た め の 演 出 と し て 出渕 氏 1 
РНЕ 【 ビ ー ム ・ ア サル トラ イフ ル 】 | 






жэ. 9) 「 機 動 戦 上 ガン ダム Ох?! 【 兵 装 無し REAR еі ) 
SS < 











FRONT & REAR VIEW 


ネオ ・ ジ オン の 主力 MS。「 ガ ンダ ム 」 の 量産 弄 
MS の 代表 ・ 量 産 型 ザク の 直系 と し て デザ イン さ 
$ り 、 シ ョ ル ダ ー ア ー マ ー や 、 シ ョ ル ダ ー シ 

量産 型 ザ ク の 特徴 を 色濃く 残し て い 
る 。 戦 に お ける ドイ ツ 宣 の 歩兵 が モチ ー 
フ に な っ て お り 、 宇 宙 が 主 な 戦場 で は あっ た が 、 

野戦 的 な デザ イン に な っ て いる 。 頭 部 な ど に その 
イメ ー ジ は 色濃く 残っ て お り 、 バ ッ ク バ ッ ク も 背 
義 の イメ ー ジ が 強い デザ イン に な っ て いる 。 









自 に 比べ る と 、 ク ラシック な イメ 


な っ て いる 。 


ギラ ・ ド ー ガ の 武装 も 
ドイ ツ 歩 兵 に モチ ー フ を 
得 て い る らし く 、 実 銃 の 
ギミック を 数 多く 備え て 
いる 。 後に 、 「0080」 に 
お いて 同様 の アブ ローチ 
を し て お り 、 実 銃 を モチ 
ー フ に アレ ンジ を 加え 、 
その 世界 観 に あっ た 武器 
に 変え て し まう 出渕 氏 な 
ら で は の アプ ロー チ が 発 
揮 さ れ て いる , 


ブッ クス の と と クア ダク 


エエ ーー + ンド と vz 人 中 す 3 09 (0) 
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е ІІ 
頭 部 の デザ イン 
рарї 











が 、 現 在 の 頭 部 で ある 。 








(える こと と 記載 され て お り 、 そ の 試行 錯誤 の 結 





ネオ ・ ジ オン の 超 巨大 MA の デザ イン 。 企画 当初 は 
この MA の 登場 は 予定 され て いな か っ た 渕 氏 の 
要望 で 採用 され た 。 ち ゃ ん と し た 腕 部 を 持た ず 、 脚 部 
も な いな ど 、MA と し て の 異形 感 を 出す た め に 試行 錯 

誤 さ れ た 結果 、 こ の よう な デザ イン に な っ た 。 スケ 
Х 一 ル 感 を 出す た め に 、 巨 大 な プロ ベラ ント タン ク 

ヽ 、 が つい て いる 。 













に 到達 する まで に 
に は 女性 的 
















【 全 方 向 図 】 








~ 【 フ ァ ン ネル 】 
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化 い た の が これ で すね 。 胴体 は 変 


直し まし た ね 。 フ ァ ン ネル の 形 が 他 の MS と 違う ん で 
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ホビ イザ ッ ク але» | 














作業 用 ブチ MS。 深 海 作 業 用 の 潜水 スー ツ が デザ イン モチ ー フ に な っ て いる 
と 思わ れる 。 機体 の 各所 に いわ ゆる "プチ いて いる が 、 こ れ は 作画 ス 
タッ フ が 空け た も の で ある 。 な お 、 名 称 の ズック は 、 運 動 式 の ズック か ら と っ 
て いる 。 





メッ ド 

作業 用 ブチ MS。 こ ちら の 名 称 は ヘル メッ ト が 元 に 
な っ て いる 。 半 球 ド ー ム に 包ま れ た コク ピッ ト 、4 足 
で 歩行 する な ど 、 遊 び ば が は いっ た デザ イン に な っ て い 
る 。 胸 の 部 分 が 連邦 系 MS に 似 て いる の も 特徴 。 



































э е б 


уу тен ПА ポケット の 中 の 戦争 | 


“ “ “ 


「0080]」 後 半 に お いて 、 アレ ックス と 死闘 を 演じ る 
MS。「 ガ ンダ ム 」MS か ら の バリ エー ショ ン が 多い 本 
作 で は 唯一 の オリ ジ ナ ル MS に な っ て いる 。 外見 は ケ 
ンプ ファ ー (闘士 ) の 名 前 通り 、 ボ リュ ー ム の ある 人 骨 


太 な デザ イン に な っ て お り 、 肩 の トゲ アー マー や 頭 
部 の ツノ 、 モ ノア イ と いっ た ジオ ン 独 特 の デザ イン 


ライ ン を 踏襲 し つつ 、 大 型 の バー ニア と 無数 の アポ 
ジ モ ー タ ー が 特徴 的 で ある 。 


ШӘЛІ 
ジオン 軍務 





ジオ ン 軍 共通 の マニ ュ ピ レー ター の デザ イ 
ン 。 連 邦 の も の も 存在 し 、 逆 シャ ア 」 以 降 の 
ビデ オシ リー ズ に 出 て くる MS に た び た び 流 
用 され て いる 





2222-24 


ケン プ フ ァ ー の 
解体 図 の ラフ 。 右 
腕 の 部 分 に 何 が バ 
ー ツ が つい て いる 
が これ の 正体 は 不 
8%8с652. #87 
に ある 、 腰 部 分 の 
バイ ブ が ジオ ン 系 
MS の バイ ブ に な 
っ て お り 、 そ の 上 
か ら 装 甲 を 被せ て 
いる と いう こと が 
わか る 。 


防御 は 考 
кесе! 
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REAR & SIDE VIEW 


ケン プ フ ァ ー の 背部 と 側面 、 上 体 部 の デザ イン 。 背 部 、 
股 、 足 間 に つい て いる 大 型 バ ー ニ ア が この 機体 の 高 機動 性 
を 物語 っ て いる 。 肩 、 腕 な どの 部 分 は 重厚 に 太く デザ イン 
され て いる も の の 、 股 や 上 腕 な ど は 細め に デザ イン され て 
いる 。 こ れ は 重厚 な フォ ルム な が ら 、 実 は 装甲 が 薄い と い 
う 特 徴 を 出す た め の メ リハ リ を つけ た 結果 だ ろう 。 


コク ピッ ト 内 部 
ケン ブフ ァ ー を 含め た ジオ ン 系 MS の コク ビット 内 部 の 
ラフ 。 兵 器 の コク ビッ ト ら し く 、 か な り 狭 い レ イア ウト に 
な っ て いる 。 モ ニタ ー や ステ ィ ッ ク の 配置 な ど に 、「 ガ ン 
ダム 」 の コク ビ ピット の 名 残 が ある 。 シ ー ト や ペダ ル 部 分 に 
軽量 化 の 穴 が 空い て いる の が 出渕 氏 らし い 。 


РЕБРА 
ケン プ フ ァ ー の 専用 ショ ッ ト ガン 。 シ リー ズ を 通し て 、 
ショ ッ ト ガ ン と いう 兵器 が 登場 し た の が 初め て で ある 。 ス 
トッ ク の 形状 や 排 甘 の ギミック な ど 、 今 まで の ガン ダム で 
の 銃器 と は 違っ た デザ イン に な っ て いる 。 














e е э 6 6 = 
ザク 改 機動 戦士 ガン ダ タム ポケ ッ ト の 中 の 戦争 ] 
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(е) 
= 
- 
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ЕНОМТ VIEW 


いう まで も な く 名 機 ザ クウ の バリ エー ショ ン 。 頭 部 や コク ビ 
ダム 」 で の 量産 型 ザク と は 大 きく 変わ っ て 

' れ た ギラ ・ ド ー ガ と 民 部 な ど [ 

共通 点 が 多く 、 頭 部 の ラ る 通り 、 ギ ラ ・ ド ー ガ の 基 に 
な っ た MS と 書か れ て いる 。 胸 部 が いま まで の ザク 系 と は 全 
く 違 い 、 「Z」 で の ハイ ザッ ク に 比較 的 近い ライ ン を 見 い だ せ 
る 。 頭 部 の バリ ショ ン は 、 
モチ ー フ を 得 て お り 、 そ の 点 も ギラ ・ ド ー ガ と 共通 する 








| 


に ПРЕ ааі 
/ Ж 


軍 歩 兵 の ヘル メッ ト に 分 








ヒル 4 

ザク 改 の ラフ 。 こ の 段階 で は 、 ブ プロ ポー ショ ン や 股間 の 部 分 に 
多少 の アレ ンジ は ある も の の 、 ほ ほぼ 量産 型 ザ ク の デザ イン の まま 
で 、 ザ ク の バリ エー ショ ン と いう より は ザク その も の と いう イメ 
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ー ガン ダム の ビ 

わな か っ た ん で 
る か な と 思っ た 
すぎ た か な と い 
の カト キ く ん の ほう が ザク の 持ち 味 は # 
た ね 。 モ ノア イ の 枠 を 無く し て みた ん で すけ ど 、 あ 
れ は あっ た ほう が よかっ た で すね 。 色 は も う 少 し ザ 
ク 色 に し て ほし か っ た な 、 緑 が 濃 す ぎる ん で す よ ね 





REAR & SIDE VIEW 


量産 型 ザ サク と ザク 改 の 最大 の 差異 は 頭 部 に ある 。 ザ ク 系 
の 特徴 で ちる モノ アイ スリ ッ ト が 大 きく 違い 、 ス リッ ト 分 
割 部 分 が な く な っ て いる 。 他 
カー ト ア ー マ ー の ディ ティ ー ル な , 渕 ア у) 

っ て いる が 、 動 カバ イプ や バー ツ の バラ ンス な ど 、 ザ ク の 
特徴 と な る も の に は 手 を 加え て いな い 。 











ザク マシ ン ガ ン 、 ヒ ー ト ホー ク の ラ 
み ス トッ ク や 排 葵 口 な ど 、 現 在 の 軍用 | 
ザイ ン に な っ て いる の が 特徴 。 
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5 タン а 























FRONT VIEW 


「 ガ ンダ ム 」 で 登場 し た MS、 
リッ ク ・ ド ム の バリ エー ショ ン 
で ある 。 劇 中 で は わずか な 登場 
シー ン し か な い が 、 フ ァ ン サー 
ビス と し て 特別 に デザ イン され 
た 。 元 々 重 MS の 代表 で ある こ 
の 機体 に 、 さ ら に 重厚 さ を 付加 
させ る た め 、 装 甲板 の 厚 さ を 強 
調 す る た め 、 直 線 の ライ ン を 増 
加 。 鉄 板 の 固まり 的 な 無骨 さ を 
デザ イン て いる 。 し か し 、 
た だ 直線 的 な デザ イン を する だ 
け に 止ま ら ず 、 ド ム 独 特 の 曲線 
的 な バー ツ の 組み 合わ せ を デザ 
イン の 中 に 残し て いる の は さす 
が と 言う べき だ ろう 。 










































リッ ク ・ ド ム I の 背部 
と 頭 部 上 体 部 の 決定 稿 と 
ラフ 。 全 面 の 無 朋 な シル 
エッ ト と は 対 4 
カー ト や 脚 な ど 、 曲 線 の 
多い 仕上 が り に な っ て い 
る 。 こう いっ た 柔らか な 
曲線 は 、 出 洋 氏 の デザ イ 
ン で は よく 見 られ 、 デ ザ は 
イン の 特徴 と も な っ て お っ か な り 手 を 加 
り 、 こ の リッ ク ・ ド ム II レ う よ り も ガル バル 
も その 特徴 が よく 出 た シ 
ル エ ッ ト に な っ て い 


















































REAR VIEW 


ゲル ググ J の 背部 は 、 リ ッ ク ・ ド ム II と は 違い 、 直 線 で 構成 され た デザ イン に な っ 
て いる 。 脚 や 腕 な ど バ ー ツ の 大 き さ 自体 は ドム と そう 違い は な い が 、 線 の 構成 に よっ 
て 、 ド ム よ り も シャ ー プ で 鋭角 的 な シル エッ ト を 作り 上 げ て いる 。 線 の 使い 方 で 同じ 
大 き さ の バー ツ で も 全然 印象 が 違う と いう 、 い い 例 で ある 。 


リッ ク ・ ド ム 、 ゲ ル グ グ の 使用 する 武器 。 大 型 ビ ー ム マシ ン ガ ン の 銃 保 や 、 ス ツル ム 
ファ ウス ト な ど 野 戦 向 き の 兵 器 が 特徴 的 で ちあ る 。 こ の 作品 で の ジオ ン = ド イツ 軍 的 な 
イメ ー ジ を 象徴 する か の よう に 、 ド イツ 軍 色 の 強い デザ イン に な っ て いる 。 








ЕНОМТ МЕМ 


ゲル ググ の バリ ン 。 「 ガ ンダ ム 」 で 登場 し た ゲル ググ と 大 きく 違 
う の は 頭 部 の バラ ' あ ろう 。 モノ アイ スリ ッ ト か ら ト サカ の 形状 まで 、 
ゲル ググ の イメ ー ジ こそ 壊し て いな い が 、 か な り 手 が 加え られ て いる 。 胴 
体 も 同様 で 胸部 の ボリ ュー ム ア ッ プ は も ちろ ん 、 腰 部 分 の バラ ンス の 調整 、 
脚 郭 ライ ン の 追加 な ど 全 体 的 に バラ ンス の 調整 が な され て お り 、 700801 
に お ける ジオ ン 系 で も っ と も 手 の 入っ た MS に な っ て いる 。 






























サル に 見 える シル エッ ト や : 
ク な ど に よっ て 、 面 白い 演技 が で 
きる デザ イン に な っ て いる 。 






ҲИ Р アー 2 е; 
、【 腕 カバ ー を お ろ し た 状態 】 эр 3 
ns Ж ンー 


> 
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ゴッグ 。 腕 を 折り 畳む お ギミック は ゴ 
肩 も 可動 し 、 背 部 に 取り 付け られ た ジ 
や 開い た 脚 部 な ど 、 ゴ ッ グ と は 全く 違 

う シ ル エ ッ ト に な っ て いる , 























ご の 丸い 筒 だ が 、 中 か ら 大 型 の ミサ イル が 
サイ ル 発 射 時 の ガス の 噴射 エフ ェクト 
心 の あと が 見 られ る 。 



















の 追加 、 下 腕 部 の 大 型 化 な ど が デザ イン 上 の 特徴 で ある 
ハイ ゴッグ の 大 胆 な ア 」 ジ と は 対照 、 各 パー ツバ ラ 
ンス の 見 直し や 、 デ ィ テ ィ ー ル の 追加 な ど 、 細 か な 仕事 が 
目 を 引く の が この ズゴック E で ある 。 ア レン ジ が 細か な 部 
分 に 止ま っ た 結果 、 若 干 お と な し い デ ザイ ン に な っ た . 



























ズゴック E の 背面 と 水中 形態 。 その シル エッ ト は スゴ ッ ク の 
も の と 酷似 し て いる も の の 、 扇 アー マー の 追加 な ど に よっ て 、 
より 無骨 な 兵器 と し て の シル エッ ト に な っ て いる 。 追加 装備 で 
ある バッ ク バ ッ ク に も 整流 板 や ソナ ー ア ン テ ナ な ど 、 細 か な デ 
ィ テ ィ ー ル が な され て お り 、 潜 水 艦 や 魚雷 な ど を 参考 に デザ イ 
ン さ れ た も の と 思わ れる 
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初 


ン な ん で イメ ー ジ は 残す よう に し 





水中 用 MS の コク ピッ ト の ラフ 。 他 ン MS と レイ アウ ト 
は 変わ ら な い が 、 バ イブ 等 を 増加 する こと に よっ て 内 部 が より 狭 
く 見 える よう に デザ イン され て いる 。 潜望鏡 な ど が つい て いる こ 
と か ら 、 潜 水 艦 の 艦橋 を イメ ー ジ し て いる の が よく わか る 














オー ルレ ンジ 攻撃 が 可能 な 
MS ハン マハ ンマ 。 同じ く オ 
ー ル レン ジ 攻 撃 可能 な MS ジ 
オン グ を イメ ー ジ し た と 思わ 
れ 、 腰 の アー マー の 広がり 方 
や 、 両 腕 の 有線 サイ コミ ュ 
頭 部 の ラフ デザ イン の ひと つ 
な ど に その 痕跡 が うか が え 
る 。 劇 中 で 登場 し た も の より 


も 、 各 部 が シャ ー プ で 、 鋭 角 {ў 


的 な デザ イン に な っ て いる 。 
” «2 











「 ガ ンダ ム ZZ」 に 登 
場 し た ネオ ・ ジ オン 軍 
の MS。 モ ノア イ こ と 動 
カバ イブ に 特徴 の ある 
デザ イン で ある . 

デザ イン を 担当 し て 
いた 伸 音 舎 に 当初 は ク 
リン アッ プ を 依頼 し て 
いた が 、 イ メー ジ が う 
まく 伝わら ず 、 頭 部 だ 
け 、 出渕 氏 が クリ ン ア 
ッ プ し た 
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ネオ ・ ジ オン 軍 の 分 離 可 変 MS。 バ ー ツ の エッ 
<. Z ガ ンダ ム に シル エッ ト が 近い 。 腰 の ア 


か れ た 「 龍 飛 ] の 文字 は 富野 監督 の 指示 で 、 作画 泣か せ の 


文字 で ある 。 
【 頭 部 & 兵 装 】 





























[バウ ・ ア タッ カー】 























「 ガ ンダ ム ]」 で 登場 し た MS ギ 
ャ ン の 発展 後継 機 の ラフ 。「ZZ」 
に お いて 出渕 氏 は 、 ラ ブフ 段階 ま 
で の 作業 に な っ て お り 、 ク リン 
アッ プ は 伸 董 舎 が 行っ て いる 
劇 中 で 登場 し た も の と は デザ イ 
ン が 違う の は その た めで ある 。 
ラフ で は 、 頭 部 な ど に ギャ ン の 
面影 が 残っ て お り 、 専 用 の 武器 
も 槍 型 を し て いる な ど 、 騎 士 の 
イメ ー ジ を 色濃く 残す 。 








әј е е 
「 機 動 戦 上 ガン タム ZZ」 


圧倒 的 な 火力 を も つ MS 
ズ サ 。 背 部 の ラフ を 見 て 気 
づく と 思う が 、 「Z」 で 登場 
し た MS・ メ タス に シル エ 
ッ ト が 似 て いる 。 頭 部 に あ 
る 目 の ベ イン ト は 、 劇 中 に 
は 登場 せ ず 、 後 に ヤク ト ・ 





デザ イン 決定 前 の ラフ 。 そ の た め 、 名 称 は ゾ ノ 
ス に な っ て いる 。 














- UCHI 
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ネオ ・ ジ オン の ドム 系 MS。 胸 
の ボリ ュー ム や 手足 の 太 さ 、 区 刀 
の よう な 武器 が 僧兵 の よう な 印象 
を 与え る 。 腕 部 の 無骨 な カノ ン 砲 
と 丸み の ある 分 厚い 装甲 が 、 重 
MS の 印象 を さら に 強め て いる 。 
同じ ドム 系 の リッ ク ・ ド ム I と 比 
べ る と 、 パ ー ツ が 大 きく 、 プ ロ ポ 
ーション も か な り 違 う の が わか っ 
て 興味 深い 
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ジャ は 
スマ ー ト な イメ ー 




















. ジオ ン 版 ハロ の イメ ー ジ で デザ イン され た 水中 MS 

で ある 。「ZZ」 で の 機体 色 は 青 だ が 、 後 に 「V」 で 登場 
し た 時 は ハロ と 同じ れ て いる 。 各部 に 「OO80. 

の ハイ ゴッグ と の 共通 点 が 多い デザ イン で ある , 


















デザ イン や ラフ スケ ッ チ を 掲載 する 。 


ここ で は 「ZZ」、「 逆 シャ ア 」 で 惜しく も 採用 され な か っ た 








ム に 転用 され て お 
り 、 肩 や 背中 の シ 
ル エ ッ ト が 特徴 的 
で ある 。 頭頂 部 に 
ロケ ッ ト ラ ンチ ャ 
ーー を 装備 させ よう 
と いう 書き 込み が 
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TZZ」 で 連邦 軍 の 次 其 
主力 MS と し て デザ イン 
され た 機体 。 「Z」 に 登場 
し た ディ ジェ の 色 を 残し 
つつ 、 新 た な 方 向 性 を 模 
索 し た デザ イン だ が 、 劇 
中 に 登場 する こと は な か 
っ た 




























来 的 な 印象 を 受け る デザ イン で ある . 





近接 戦 向き の 重厚 な が ら 曲 線 的 な ライ ン 
を も っ て お り 、 ガ ンダ ム の 年 代 よ り も 、 未 


た 
結局 劇 中 に 





大 き さ 、 数 か ら 見 て も 高 機動 
が 見 て 取れ る 。 マ ント を 羽織 っ 
ル エ ッ ト な ど 、 面 白 み が ある が 
登場 は し な か っ た 。 

















大 口径 の 砲門 を 腹部 に 


МЕМ 


し た 重 攻撃 


MS。 可変 機構 を 備え る こと に な っ て いた 
よう だ が 、 惜 し くも 選考 外 と な っ た 。 














ФИМ 


シル エッ ト や 武装 の 多 さ な ど 、 個 性 的 な 外観 を も っ 
て いる が 、 こ ちら も 登場 する こと は な 


рота 2. CET 
1)) “ғ 








$ ・ ア ジー ル の 頭 部 ラフ 。 こ の 段階 で / 
の 名 称 は ネオ ・ ジ オン グ で 、 こ の よう な 
頭 部 も 試作 され た 。 














ャ クト ドー- カ 


・ の ラフ 案 。A 案 は キュ ベレ イ 系 、B 
案 は ドム 系 の 頭 部 が つい て いる 。 胴体 は ギラ ・ ド ー ガ 
の も の を 使用 し 、 肩 の ファ ン ネ ル を 付け 足し た よう な 
デザ イン に な っ て いる 。 




















、 あ まり ヒー ロー 性 を 出し た デザ イン は で き な 
リア ル さ を 追求 する と デザ イン 的 に 地味 に な 
に 遊離 し な い レ ベル で ヒー ロー ロボ ッ ト の キ 

出渕 氏 な ら で は の デザ イン で ある 





А 
& 
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ү, 
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ыды, 











(>) 
29) 











ト デ ザ イン で す 
5 向 の 作品 な 
1 








雷電 の 正面 図 。 「 顔 の な い ロ ボッ ト 」 と 
いう 発注 で あっ た た め 、 こ の よう な デザ 
イン に な っ た 。 頭 部 の デザ イン は 、 西洋 
児 の 面 類 を 参考 に し て いる な ど 、 全 体 的 
な イメ ー ジ は 西洋 の 甲 軸 から 取り 入れ て 
いる 。 日 本 人 男性 の シル エッ ト を 出す た 
め 、 腕 や 脚 の バー ツ を 太く 短く し 、 手 足 
が 細く 長い イシ ュ タル と 、 対 照 的 な の も 
特徴 で ある 。 


コク ピット 
雷電 の コク ピッ ト 内 部 。 ほ と ん ど 動 け 


る スペ ー ス の 無い 中 で 、 情 報 を 伝達 する 
た め に 無数 の 計器 が 頭 部 周辺 に 集中 し て 

















アル ム ブ プラ スト 


雷電 の 脚 部 に 搭載 され た 登 組 用 ユニ ッ ト 。 高 橋 監 督 の 提案 で つけ られ た ギミック で ある 。 
その せい か 、 機 構 的 に は 「 ボ トム ズ 』 の バ パイル バン カー に 近く 、 出 渕 版 バイ ル バ ン カ ー と 
も 言え る デザ イン で ある 。 
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ЕНОМТ МІЕМ/ 


雷電 の 発展 改良 型 で あ 
る 機体 。 リ アル な 作品 で 
ある こと も あっ て 、 形 状 
と し て は 雷電 と 大 き な 違 
い は な く 、 ナ ッ ク ル ガー 
ド や 、 腕 の 装甲 板 が 追加 
され 、 爪 先 の 形状 が や や 
違う な ど 、 細 か い 手 直し 
に と ど ま っ て いる 。 た だ 、 
装甲 板 が 全体 的 に 丸み を 
帯び 、 直線 が 減っ た こと 
で 、 よ り 人 間 に 近 い シ ル 
エッ ト に な っ て いる の が 
大 き な 特 徴 で あろ う 。 


こち ら も 腰部 に 格闘 兵器 ・ ブ ラス トロ ッ ド の 

いで 、 雷 電 と の 違い は ほとん ど な い 。 稼働 

時 間 を 延長 する た め に 、 大 型 の バッ テリ ー バ ッ ク を 背 に 背負 っ て いる 
の が 大 き な 特 徴 で ある 。 





[ORKS REALISTIC MECHANICS 
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IZUBUCHI 


ン 
KN 

















は ほ と 
に より 近く 
АКЕ 


に 
т) 


ラス ト と 構造 的 に 
ッ ク を 簡略 化し た デザ イン で ある 。 


アル ム ブ 
こち ら は 腕 に 取り 付け る 点 な ど 、 
COMMENT 


震 電 の 武器 。 
ん ど 同 じ だ が 、 








な っ て いる 。 シ ャ フト 部 分 は アル ム ブ 


むし ろ 「 ボ ポト ムズ 」 の バ パイルバンカー| 
шоэж 


tical Amor Сив: 
от ガサ ラキ J 

登場 する TA。 より 
人 間 に 近 い シ ル エ 
ッ ト を 持ち 、 イ シ 
ュ タ ル と の 共通 点 
も 多い 。 顔 が 無い 
と いう TA の 特徴 
が さら に 強調 され 
た 頭 部 に な っ て い 


























е э . e “ 
К) < マ 2”, ш 
52507] „П г>: 
жғҒ е “ Р Я 劇 中 に お いて ヒロ イン ・ ミ 
ハル の 搭乗 する TA。 曲線 的 
で 細い 手足 と 、 直 線 的 な 胴体 
の コン トラ スト が 特徴 的 。 ミ 
ルリ ル の 乗 機 で ある こと と 、 男 
性 的 な シル エッ ト の 雷電 と の 
\ 対比 の た め 、 女 性 的 な イメ ー 
ジ を つけ る こと を 指示 され た 
結果 、 こ の よう な デザ イン に 
な っ た 。 頭 部 が 戦車 の 砲塔 を 
連想 させ る デザ イン に な っ て 
いる の も 大 き な 特徴 で ある 。 


ЕНОМТ VIEW 【 シ ン ボ ル の 紋章 】 


ЛЕЛ 
“25»-7 Mk I G7 


е 
0 








тла 
SPORE 
жын |ыс 


Ж 
рор 
іст. 














ミハル 機 ペ イン ト 
出 洋 氏 の ラフ で は バラ の 花 


だ っ た が 、 演 出 方 面 の 意見 で 
スズ ラン に 変更 され た 。 





REAR VIEW 


イシ ュ タ ル Mk-I の 背部 。 ウ 
イィ ンチ や ライ ト な ど 、 戦 車 の 育 
部 を 意識 し た と 思わ れる レイ ア 
ウト に な っ て いる 。 太股 か ら 足 
首 に か け て の ライ ン が すっ きり 
と まとまっ て お り 、 和 雷電 に 比べ 
て 、 脚 が か な り 細 い の も よく わ 
か る 。 























FRONT & SIDE VIEW 
正 側面 図 。 こ れ で 見 る と 、 手 足 が 細 い だ け で な く 長 いこ と が わ 
か る 。 ウ エス ト の 位置 も 雷電 より も か な り 高 い 位置 に あり 、 設 定 
上 、 イ シュ タル が アメ リカ 製 で ある こと か ら 、 欧 米 人 の スタ イル 
を 意識 し た と 思わ れる 。 














イシ ュ タ ル に た どり 着く 前 の ラフ デザ イン 。 頭 部 が 
砲塔 に 見 える と いう デザ イン は この 段階 か ら あ っ た よ 
う で ある 。 手足 の ライ ン が 直線 的 で 、 女 性 的 な イメ ー 
ジ と いう に は 、 や や 硬質 な 印象 を 受け る 。 

















FRONT VIEW 


ガサ ラキ 」 で 物語 の 鍵 と な る 機体 
(? ) 。 日 本 の 戦国 時 代 の 甲 表 に 西洋 





に な っ て いる 。 民 間 伝 』 

な っ た と いう 設 

右 で 違う な ど 異 

ン が な され 、 顔 の 造形 に は 能 な ど に 
使わ れる 鬼面 が 参考 に され て いる 。 


б) 
の 物 に し 

















25327) 























各部 に 打っ た 鉄 が 、 装 四 を 繋ぐ リ ペ ッ 


ト の よう に 見 え 、 伝 奇 的 生物 的 な 雰 囲 


気 の 中 に も メカ の 部 分 を 持っ た デザ イ 


ン に な っ て いる 。 雷電 、 イ シュ タル 双 / // 


方 の 基 に な っ て いる と いう 設定 通り 、" 


甲 直 と いう アブ ロー チ は 雷電 、 手 足 の / | 
ライ ン は イシ ュ タ ル と 、 両 者 の 特徴 が / 


うま く 入 り 込ん で いる 。 


頭 部 

朱 天 の 頭 部 。 戦 国 後 期 の 免 を ベー ス に 、 
鬼面 を 組み 合わ せ て いる 。 鬼面 の デザ イ 
ン は 秀逸 で 、 骸 骨 と も 肥 虫 類 と も つか な 
い 不 気味 さ が あ る 。 書 き 込み に ある よう 
(с. 首筋 の 鎖 典 子 や 目 の 処理 な ど 、 細 部 
に いた る まで 出渕 氏 の 目 が 行き 届い て お 
り 、 特 に 目 の 処理 に は か な りこ だ わっ て 
いる の が わか る 。 


【 開 口 形態 


жөке Р. 


ЯЖ ах) 0528 





















@ а ЖЖОЪЊИО575 9120, СОВ тс. 0 
テー 間 か ら ト ゲ が 出 て くる と いう 凝っ た デザ イン に な っ て いる 。 奈 
白 に は 、 出渕 氏 か ら 高 橋 監督 へ の アイ デア が 書か れ て いる 。 
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【 頭 毛 付き 】 


乗降 ポー ズ 


朱 天 の 待機 ポー ズ 。 胡 座 を か いて 座っ て 
いる よう に 見 える 。 上 図 の も の は 、 そ の 時 
に 頭 部 の 毛 が ご どう な っ て いる か を 示し た も 
の で ある 。 ざ ん ば ら 髪 に 見 える 形 に な っ て 
いる の が 、 骨 旧 の 怪奇 的 な イメ ー ジ に よく 
あっ て いる 。 











[その 他 の ラフ 】 














平安 編 で 登場 し た 骨 素 。 錯 武者 然 と し た 朱 天 に 比べ 、 腕 や 各部 分 が 鬼 の イメ ー ジ に より 近い デザ イ 
ン に な っ て いる 。 頭 部 が 免 の デザ イン で は な いた め 、 よ り 鬼 の 面相 が 目立っ て いる 。 両 腕 が 長く な っ 
て いる の も 鬼 の 異形 感 を 出す こと に 成功 し て いる . 





REAR & SIDE VIEW 


克 天 も 朱 天 と 同じ く 甲 南 を イメ ー ジ し て デザ イン され て いる た め 、 バ ー ツ の 区 分 け 
は 甲 責 に 非常 に 似 て いる 。 イ シュ タル と 同じ く ミ ハル が 乗る た め 、 全 体 が や や 細い 
































イン テー ク な ど が この ギャ ロッ プ と は 多少 違っ て 
いる 。 ジ ー プ が デザ イン モチ ー フ に な っ て いる と 
思わ れ 、 ラ イト の 形状 、 エ アイ ン テ ー ク な ど に 特 
徴 が 見 られ る 。 左右 の 爪 の 形状 が 違う こと も 大 き 
な 特徴 で 、 劇 中 に 登場 し た も の は 両手 と も 同じ 爪 
に な っ て いる , 








ギャ ロッ プ 改 造 タ イプ 


左 は ギャ ロッ プ の 様々 な 改修 例 。 ラ フ は 作品 終 
了 後 に 描 わ れ た も の で 、 雑 誌 用 に 描き 下ろ し た も 
の 。 胸 部 に 取り 付け られ た スコ ッ プ や カモ フラ ー 
ジュ ネッ ト な ど 、 劇 中 の も の より も か な り デ ィ テ 
ィ ー ル アッ プ さ れ て いる 。 
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胴体 は 人 間 的 な シル エッ 
ト を も っ て いな が ら 、 コ ク 
ピッ ト が 突き 出 DY 










(メット タ イプ 


劇 中 の も の に ディ ティ ー 


ル を 追加 し て お り 、 パ ー ツ / У 

の つなぎ 目 ま で 描き こま れ / / ( 
て いる 。 膝 部 分 の 装甲 が ツ ЕЕ э 52 
ギ ハ ギ の よう に な っ て いる х 

の が 面白 い 。 а Д н Ба 4 





ダッ ガー の サイ ド ビ ュ ー。 デ 
4 ザイ ン と し て は 劇 中 の も の と 変 
わら な い が 、 細 部 の ディ ティ ー 
ル ベ ペイ ント が 施さ れ て いる , 
















数 ある WM の 中 で も 1 、 ら を 争う 個性 的 な 
シル エッ ト を し た 機体 。 長 く 延 び た ア ー ム 部 
分 と 胸部 (? ) の ギミック が 特徴 的 で ある 


2 


5-92 
2 ラル アグ / 
2 Я 

УЕЗІ と че 
21777947 АСЫГА 
セン ドビー ド と 同じ Nr な 
タイ ブ の WM。 全 WM 
で 唯一 ドリ ル の つい た 
機体 で ある 。 全体 的 に 
ニワ トリ に 似 た シル エ 

ッ ト を も っ て いる 。 


相撲 取り の よう な ドッ シリ と し た 下半身 が 特徴 的 な WM。 こ 
れ も 劇 中 の も の に ディ ティ ー ル を 追加 し た デザ イン で ある 。 


ЕГІЗІ 
Ша керт? 
闘 メ カ ザ プ ン グル 」 
> А . . 
膝 に ガス タン ク を つけ た と いう 変わ っ た デザ 
・ イ ン の WM。 決定 稿 は デザ イン を 担当 し た ビー 
ボ オ ォ ー の スタ ッ フ が 描い た た め 、 肩 の 形 が か な 
り 違 っ て いる 。 後方 の マフ ラー や 、 コ クビ ピッ ト ,, 
の 形状 か ら 、 大 型 ト ラッ ク を モチ ー フ に し て い “ぐー て 
る こと が わか る 。 の ち に 登場 する 改装 タイ プ は 
コク ピッ ト 部 分 を パイ プ フ レー ム に 変更 し 、 オ 
フロ ー ド バギー を イメ ー ジ させ る 。 





фе 
7Әлра “ір, 





左 は 雑誌 用 に 描き 下ろ され た カプ リコ 。 武装 や ヘッ ドラ イト の ディ ティ ー ル な 
ど が 追加 され 、 シ ル エ ッ ト も より スマ ー ト に な っ て いる 。 右 は 最初 の 段階 の ラフ 
らし く 、 胴 体 が 太く か な り イ メー ジ が 違う 。 























8 に 登場 する WM で ある ドラ ン は 、SF 機 械 
的 な イメ ー ジ が 強い 。 ホ バー ユニ ッ ト や 流線型 を し た 
機体 上 部 な ど に 特徴 が ある が 、 腰 の ヘッ ドラ イト や 機 
銃 な ど に まだ 車両 を モチ ー フ に し て いる と いう 名 残 が 
うか が える 。 





oc Шел ыы 
【REAR VIEWS ジャ ンプ ギミック ] る ン ン ーー へ の 
ーー А 


уд 




















大 き な 爪 や 、 њи; 縦 席 の 形 て も 
レー ン 車 や ブル ドー ザー な どの 工作 機械 が モチ ー フ に な っ た こ 
と が よく わか る 。 





戦闘 メカ ザブングル 」 


劇 中 に は 登場 
な い WM。 形状 か 
ら 見 て も ドラ ン 系 
の 流れ を 組ん だ デ 
ザイ ン だ が 、 よ り 
曲線 が 増え 、SF 色 
が 強く な っ た の が 
わか る 。 特 に 上 脚 
の 形状 が 面白 く 、 
乗降 時 の 股 部 分 の 
可動 な ど ギ ミッ ク 
と し て 凝っ て いる 
の も 見 逃 せな い 。 


> 





[ホバー 飛行 時 











細い 脚 と 高い 重心 が ダチ ョ ウ の よう な 外見 の WM。 ここ 
に は 掲載 し て いな い が 、 ク リン アッ プ ま で 出渕 氏 が て が け 
て いる 。 砲身 上 下 動 ハ ンド ル な ど 、 細 か い 設 定 が より リア 
ル 感 を 演出 し て いる 。 


無人 の WM の 特徴 は 簡単 な 駆動 系 と 武器 で ある 。 中 で も 、 下 図 左 の も の は 
半球 体 に 銃身 が 内 蔵 さ れ 、 脚 部 の 位置 も 他 の WM と は 違っ て お り 、SF の 警 
備 用 メカ の よう な 印象 を 与え る 
































戦闘 メカ ザ プ ブン グル] 


一 性 が 全面 に 出 た 結果 で あろ う 。 ホ ッ グ は 丸み を 帯び た 胴体 や 太い 脚 が 特徴 で 、 乗 降 す る と き の 
シル エッ ト な ど が 、 こ の 二 中 歩行 メカ に どこ か ユー モラ ス な イメ ー ジ を 付加 させ て いる 。 














Б э, ロ Б “ 大 き さ か らい っ て 艦船 に 
の か カー е シス テム が ある と いう こと で こち ら に 掲載 し 
カカ 寺 タン カー та» サン クル ブン グル ]」 で は 珍し い 太 足 歩行 タイ で 、 昆 虫 の よ 
э әсе В В うな 脚 部 分 と 、SF メ カ 的 な タン ク 部 分 の コン トラ 
スト が 面白 い デ ザイ ン で ある 。 ク レー ン や 稼働 する 
プリ ッ ジ な ど 、 細 か な ギ ミ 
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сэ 















































劇 中 に 登場 する オリ ジ ナ ル 
AT。 最 終 的 な クリ ン ア ッ プ 
は 大 河原 邦男 氏 が や っ て い 
る 。 タ ー レ ッ ト の 形状 な ど 、 
新しい アプ ロー チ が 試み られ 
た デザ イン で ある 。 武器 の 大 
型 キ ャ ノン は ドイ ツ 歩 兵 の 使 
用 し た ゲル リッ ヒ 砲 を ほぼ そ 
の まま 転用 し て いる 。 














е 2 50 【 ッ クラ ー тона; 


б 


テイ タニ ア の 乗る 専用 AT。 胴 
体 は ほほ エル ドス ピー ネ で ある 
が 、 各 部 に メル キア 的 な バー ツ を 
入れ た デザ イン で 、 頭 部 と パ バイル 
バン カー が 追加 され て いる . 


【 頭 部 ラフ 】 





【 ラ フス ケッ チ 】 
LD ラ イナ ー ノ ー ト 
に 収録 され た イラ ス 
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САЛЕ 
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/ 





ел” 


ТЕ? ЕР, МАСЕЈМЕ 





КАД топот 


「 ガ ンダ ム 」 で 登場 し た ホワ イト ベー ス と 同型 艦 で ある , 
ホワ イト ベー ス に 比べ 、 よ り ス マー ト な シル エッ ト に な っ 
て いる 。 バ パー ツ の バラ ンス の 変更 以外 は それ ほど 手 を 加え 
て お ら ず 、 し っ か り と ホワ イト ベー ス の 特徴 を お さえ て い 


ЕЗ >: の ト の 中 の 戦 3 1 


ジ ォ ン の チ べ 引 の バリ エ ショ ン 。 と 
いっ て も 、 後 部 の 大 幅 な 延長 や 、 ラ イン 
の 追加 な ど に よっ て 、 チ ベ の 面影 は ほ と 
ん ど な い 。 態 後 部 の ライ ン な ど 、「 逆 シ 
ャ ア 」 に 登場 し た ム サ カ を 思わ せる 流 線 
型 の デザ イン に な っ て いる 。( 右 ) 

チ べ の ラフ 。 デ ィ テ ィ ー ル が まだ 書き 
込ま れ て いな い 程 度 で 、 デ ザイ ン は ほ と 
ん どか わら な い 。 元 の チ べ に 比べ て 、 後 
部 バー ニア が 増え て いる な ど 、 細 か い 点 
まで 変更 し て いる の が わか る 。( 下 ) 














チ べ の 艦橋 。 形状 は 「 ガ ン 





ダム 」 の チ べ と 変わ ら な い が 、 
アン テ ナ や スリ ッ ト を は じ 
め 、 無数 の 細か い デ ィ テ ィ ー 
ル が 施さ れ て いる 。 艦橋 内 部 
の レイ アウ ト は 、「Z」 や 「 

ャ ア 」 に 登場 し た 艦艇 の 艦橋 
に 共通 点 が ある 。 MS 同様 、 
出渕 氏 が 艦船 の 年 代 的 な 変遷 
も 考え て デザ イン され て いる 
の が わか る , 











名 に 関し 
| 


ズラ イズ 
eic 


て は 勝手 に こ 
いま し た ね 


らし く 、 華 共に ス 
て みた ら ど うな 
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ААА Ф] 





Е утттттУтттрз ョ ン 。 全 体 的 な 
ライ ン が スマ ー ト に 洗練 され て いる も の の 、 チ ベ に 比べ る 
と 変更 点 は 少な い 。 艇 首部 分 が より 鋭角 的 に 、 左 右 の エン 
ジン が より 平たく な っ て いる の が 特徴 で ある 。 








【 ブ リッ ジ 】 






Же 













イル 発射 口 か ら 、 旧 ソ連 の タイ フ / 
ー ン 級 原 子 力 7 デザ イン モチ ー フ に な っ て いる の が て 
わか る 。 シ ル エ ッ ト こ そ ほ と ん ど 変 わっ て いな いも の の 、 

か な り 細 か い 部 分 に 手 を 入れ て いる 。MS の 発進 時 の 演技 
な ど 、 細 か な 指示 が は いっ て いる の が 出渕 氏 ら し い . 























ттт に 登場 し た 輸送 機 を ベー ス に し て いる 。 実際 の 軍用 輸送 擬 アレ ックス を 打 
に 近い 外見 に する た め 、 コ ン テ ナ 部 分 や 主軸 が ディ ティ ー ル アッ プ さ れ 、 機 首部 ち 上 げ る た め の 輸 
分 に 若 千 手 を いれ て いる 。 だ が 、 変 更 点 は 細か い 部 分 に 限定 され 、 ミ デア の 特徴 送 用 シャ トル 。 民 5 
を 殺さ な いよ うに アレ ンジ され て いる 間 の 輸送 シャ トル = 
に 信 装 され て い қ 
る 。 機 首 や 主 四 な 
どの 形状 は 航空 機 - 

に 近く 、 シ ャ トル 4 5 
4 と いう より も 大 弄 22— 
П 輸送 機 や 旅客 機 に と 
近い デザ イン に な 
っ て いる 。 жие | (ез ンー る 
描か れ て いる ペイ х 
ント 「AL- 1」 は / 
AIRLINE の 路 で 

AR - 









































の ほう は созса 
し た ね 。 グ レイ ファ ント ム は 


ん で す が 、 高 山 さ ん が こう 名 付け 
な 馬 の 名 前 だ っ た ん で す 。 今見 る と 、 
が いい か な と 思い ます ね 。 

と 出し て も ら っ た ん で す よ . 





















アー スジ ダー メカ ые ング ар 


5. А а 
「 ザ ブン グル 」 に 登場 する ラン ド シ ッ プ 。 艦橋 部 
分 や 砲 座 な ど は 、 実在 の 艦船 と ほとん ど 同 じ で 、 
艦 首 に つい た 巨大 な クレ ー ン アー ム と 後方 に ある | 
WM 甲板 、 大 型 の ホバー ユニ ッ ト な ど が 大 き な 特 | 
徴 に な っ て いる 。 





ҒА 
mm の т 
10 


| 










ШЧ 


4- 


е, 
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アー ス サ ン ダー を 改修 し た ラン ド シ ッ プ 。 後方 の 甲板 が な く な り 、 ク レー 
ン が 左右 に 移動 し て いる 。WM を 搭載 する た め に 中 心 に 大 きく 空間 が 取ら れ 、 
強襲 揚陸 艦 に 似 た デザ イン に な っ て いる 。 ホ バー 部 分 の ヘッ ドラ イト や 和 能 首 
の ラッ セル な ど 陸 上 戦艦 と し て の ディ ティ ー ル も 増え て いる 。 











個性 的 な 形状 の 多い ラン ド シ ッ プ の 中 で も 、 特 に 個性 的 > 
な 外観 を 持つ フラ ッ ペ 。 揚 陸 艇 を 思わ せる 四角 い 艦 首部 分 (о 
と 、 後部 に ある 巨大 な 球形 の 燃料 タン ク の コン トラ スト が \ 
その 外観 の 特徴 で ある 。 ы 


上 か ら 見 る と X 型 に な る と いう 珍し い 形 状 を 持っ 
た ラン ド シ ッ プ 。 こ の アイ デア は 富野 監督 の まう か 
ら 提 案 され た 。 曲 線 の 多かっ た 今 ま で の 艦 と は 違い 、 
箱 が 組み 合わ され た よう な 形状 に デザ イン され て い 
る 。 他 に も 方 向 転換 用 の ジェ ッ ト や 艦橋 後方 の マフ 
ラー な どこ の 艦 独自 の デザ イン が 多い の も 特徴 。 











が あり 、 中 央 に 大 き な 穴 が 
開い て いた り 艦 橋 が 片側 に よっ て いた り 
と 、 軍 艦 と いう より カー フェ リー に 近い 
レイ アウ ト に な っ て いる 。 他 の 艦 に 較べ 、 
砲 座 が 少な く 、 シ ン ブ ル な 外観 に な っ て 
いる た め 、 す っ きり し た シル エッ ト に な 
っ て いる 。 





【 ス タン ダー ド タ イ プ 】 











COMMENT 























小型 の ラン ド シ ッ プ 。 ア ン テ ナ に 洗濯 物 を か ける な ど 、 メ カカ に 生活 

感 を 与え る た め の デ ィ テ ィ ー ル が 詰め 込ま れ て いる 。 戦艦 と いう より 
も 巡視 豚 と いっ た 外観 を も っ て お り 、 大 型 の 兵器 は 搭載 され て いな い 
艦 首 の バン バー や 左右 の ガー ド バ ー な ど 、 バ ギー の よう な バー ツ が 各 
所 に 見 られ る の も 特徴 で ある 。 































劇 中 で カル ダス 
が 乗る ガバ ン 級 ラ 
ンド シッ プ 。 武装 
の ほとん ど が 外さ 
れ て いる 以外 に 差 
異 は な い 























ガバ ン 級 の 同型 
ж. ^о КЭТ 
の 追加 と 艇 首 デ ザ 
イン の 変更 。 後方 
の 機銃 座 の 可動 ギ 
ミッ ク な ど が 追加 
され て いる 























エン ペラ ー 改 の ラフ 。 左側 
は 空母 、 右 側 は 戦艦 と 、 双 胴 
に な っ て いる の が 大 き な 特 徴 。 
決定 稿 で も 艦 首 が 分 か れ て い 
る の も 、 こ の 名 残 で あろ う 。 


ラン ド シ ッ プ の 中 で は 最も 
曲線 の 少な い デ ザイ ン に な 
つて お り 、 側 面 か ら 見 る と 
が な り 段 差 の ある 形状 を し 
て いる の が わか る 。 











を 重視 し て いる た 
か い デ ィ テ イー ル が 凝 れ な い の で 、 
作品 の リ ベ べ と か 鉄 の 匂い の 出 
る よう な あの 世界 観 の 面白 さ を 出 
せな いん で すけ ど ね . 





Ир гиш а, 


小型 空母 の よう な フォ ルム を も つ ラ ン 
ド シ ッ プ 。 能 橋 も シン プル な デザ イン に 
され 、 武 装 も 機関 砲門 と 少な く 、 す っ 
きり し た デザ イン に な っ て いる 























カテ 
Жа» 







ғ” 
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рї гад» зо 


ブリ ッ ジ 部 分 が 前 後に 動く と いう 個性 的 な デザ イン の ラン ド シ ッ プ 。 
折り 畳み で きる 作業 ブリ ッ ジ も レー ル で 可動 し 、 ブ リッ ジ 下 部 の クレ ー 
ン や 、 左 右 に 分 か れ た 艦 体 な どの デザ イン ライ ン は | : と いう より も 、 
富野 監督 の セン ス に 近く 、 監 督 の ラフ が 存在 し た デザ イン と 思わ れる 。 


54) 

作業 ブリ ッ ジ が 伸び た 状態 と 右 サ イド か ら ゴ ル ゴ ン を 
見 た 状態 の 設定 。 球 形 の タン ク が つい た 右 と 、 長 い 作業 
ブリ ッ ジ の 伸び た 左 が まっ た く 違う シル エッ ト を 形成 し 、 
個性 的 な シル エッ ト が 際立っ て いる 。( 上 ) а Элен 8) 

ゴル ゴン の 後方 側 面 と 、 能 橋 ア ッ プ が 措 か れ た 決定 積 。 65/0, - 
後方 の 機銃 座 の 位置 や 、 タ ンク の 接続 部 分 が わか る 。 艦 ee е 
橋 部 分 を 見 る と 、 大 型 の 通信 アン テ ナ が 目立つ 。 要請 が 
入り 次 第 動く ドッ ク 艦 らし い ア クセ サリ ー で ある 。( 下 ) 
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Ф キイ ar 








TF aT 
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ゴル ゴン の ラフ 。 書き 込み か ら 推測 し て 、 名 称 が 決ま っ た の は この ラフ を 描い た あ 
と と 思わ れる 。 多 少 作 業 ブ リッ ジ が 変更 し た くら いで 決定 稿 と ほとん ど 変わ ら な い 。 
各 ギ ミッ ク 部 分 に 出渕 氏 の 説明 が 入っ て いる 。 








に が の 
テン А 
Г. ипе 00 енн 
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Ж тыны 57 жь, 


に 、 個 性 的 な 形状 が 多い ラン ド シ ッ プ に й еге доче 
クス な 外観 に な っ て いる 。 


жале 5 
А2 Сок 


1 мей 


に D で すね 
の ホバー の ほう は 








Ш х ザブングル 」 







ЖАЛАА, ТЫҒЫ) 


一 人 乗り の ホバー へ リ 。 他 の 機体 に 比べ て 、 一 番 細 い 印象 を 受け る デザ イン に な っ て いる 。 ホ バー と な っ て い 
る が 、 機 構 を 見 れ ば わか る よう に プロ ベラ で 飛行 する 機体 で ちる 。 こ の 当時 、 形状 の 面白 さ に こだわ っ た 富野 氏 
の ラフ の ひと つか ら デ ザイ ン さ れ た も の で ある 。 2 
















ШПАТЫ.) 
こち ら も ヘリ と な っ て いる が 、 ШЕРУ КІ: 


似 た バー ツ が つい て いる た め 、 飛 行 機 に 近い シル エッ ト に な っ て 
いる 。 全 体 の 形 自体 は 富野 氏 の ラフ に あっ た も の を 元 に し て いる 










が 、 コ クビ ッ ト 内 部 や バル カン 砲 な ど 細か な 部 分 に 、 出 渕 氏 らし 

















ы), い アプ ブローチ が 見 える 。 
Я 【 コ クビ ピッ ト 】 
А 
( У / 
ті жа “е шын... 
ホバー^A リ (テス タメ ソト) リモ コソ フロ ー ト ^ リ 
コク ピッ ト と 機銃 座 が あり 、 ど こと な く 太 平 洋 戦争 期 の 航空 機 に 似 て いる 。 ホバー へ リ の 中 で 、 最 も 未来 的 な 機体 。 流線型 の ボディ と 大 型 フ ァ ン が 特 
こち ら は ホバー で 動く 。 а. 






























































WM を 運搬 する た め の ホ バー 車 。 ラ フ と 見 比べ る と 、WM を 上 下さ せる た め の ク レー 
ン 部 分 が 変更 され て いる 。 操縦 席 部 分 は 大 型 車両 を イメ ー ジ し て いる 。 


現行 の 兵員 輸送 車 を イメ ー ジ し て デ 
され た ホバー。 下 部 の 6 基 の ホ ユニ ッ ト 
が 車輪 を 思わ せる 。 起 装 は 第 2 次 大 戦時 の ド 
イツ 軍 の も の を 流用 し て いる 。 











サー チラ イト を 搭載 し た ジー プ 型 の ホ バ 

この あたり の デザ イン に は 、 富 野 監督 の 

な いら し く 、 現 行 機種 を アレ ンジ し た 
流 デ ザイ ン が 全面 に 出 て いる 。 






































タン ク の 形 や シー ト の デザ イン が バイ ク を モチ ー フ に し て いる ホバー。 


機 首 の ライ ト が 開閉 する ギミック が ある 。 





タン や 





А ҒЫТСЫ WORKS REALISTIC MECHANICS 


機 首 部 分 が バイ ク を 思わ せる ホバー。 

左右 に 広がっ た シル エッ ト と 後部 の マフ 

白バイ な どの 大 型 バ イク 

連想 させ る 。 魚 電 を 装備 し た タイ ブ に 

な る と ハン ドル 下 に あっ た ライ ト が バル 
N カン 砲 に 変更 され る 。 




















ホバー の 中 で は 数 少な い 
四角 い 外 観 を 持っ た 機体 。 
その た め デ ザイ ン は バギー 
や バイ ク で は な く 、 車 に 近 
い 。 











や 水 電解 な ど 
思わ れる 。 ж 


小型 水中 艇 。 名 称 は カヌ ー と な っ て 
いる が 、 ス クリ ュー 推進 で ほな く 、 ア 

7 ッ ト 推 進 に な っ て いる な ど 、 
その 外見 は 水中 スク ー タ ー な ど に 近い 
魚雷 が ハン ドル の 左右 に つい て いる と 
いう ちょ っ と 怖い デザ イン で ある 。 


アク アフ ィ ッ ツヤ ー 









機 部 分 の デザ イン に 若干 の 共通 点 が あ 
る 。 
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2/- モ El 


現行 の スノー モビ ル と それ ほど 変わ ら 
な い デ ザイ ン で 、 マ フラ ー な ど が 「 ザ ブ 
ング ル 」 の メカ に 合わ せ て アレ ンジ され 
た 。 サ イド カー タイ プ ブ は 武装 も 実在 の 機 
関 銃 で ある が 、 通 常 タ イプ の 武装 は オリ 
ジ ナ ル の 武器 で ある 。 


【 サ イド カー タイ プ 】 























WM が 乗る 大 型 の ボブ スレ ー。 形状 は 
似 て いる が 、 後 部 に バー ニア が つい て い 
た り と 、 実 際 の 物 と は 違う 部 分 も 多い 。 
書き 込み に ある よう に 、 バ ー ニ ア の 形状 
は スペ ー ス シャ トル を 参考 に し て いる 。 
















з льо -- 


et 0, 





ザブングル] で 登場 する トラ ッ ク 。 コン 

テ ナ 部 分 を 見 る と トラ ッ ク と いう より も キ 

ャ ン ピ ビン グ カ ー な ど に 近い デザ イン に な っ 

-| て いる 。 単座 の 運転 席 の デザ イン が 工作 機 
| 械 や WM に 近い の も 大 き な 特 徴 で ある 。 


т 


















ク を ベー ス に し な が ら 、 ウ ィ ン チ や 車 高 バ ラン ス 
の 変更 な どの アレ ンジ が 加え られ て いる 。 特 に 目 
を ひく よう な 派手 さ は な い が 、 作 品 の 世界 観 に あ 
っ た 手堅い デザ イン に な っ て いる . 














「 ザ ブン グル 」 で 登場 し た ガソリン タン クト 
レー ラー。 米 軍 の 軍用 大 型 ト ラッ ク に タン ク 
を 着け た も の で 、 変 更 点 は ほとん ど な い 。 
-------:ББ:5-555:ЛІ 
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)-78 һ577 
М1 で 登場 する ジー プ な どの 野戦 車両 。 ど ちら も 6 輸 走 行 に な っ て いる の が 特徴 で ある 。 実在 の 車両 を 流用 

し て いる か と 思え る ほど の ディ ティ ー ル の 細か さだ が 、 現 用 の 車両 を 組み 合わ せ た オ リ ジ ナ ル ア レ ンジ で ある 。 









Х те Б ӘсРЕ 
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м сеатаМ. 胴体 部 分 は 軽 戦車 を イメ ー ジ し て デザ イン され 、 
砲塔 部 分 は スコ ー プ ドッ グ の 頭 部 を 流用 し て いる 面白 い デ ザイ ン で ある 。 


け 旧 式 に し て 
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пато са Ps 【3 連 装 散 弾 砲 】 


「 ザ ブン グル 」 で 登場 し た 砲台 と 自動 トー チカ 。 4 мы ノン - 
連装 の 砲 を 備え た トー チカ で 、 実 際 に は な いも [自動 トー チカ ] 
の だ が 、 砲身 や 横 の トピ ラ な ど 細 か な ディ ティ ー 
ル が 充実 し に お り 、 リ アリ ティ の ある 外観 に な っ 
て いる 。 自 動 トー チカ は イギリス の 戦車 チー フ テ 
ン が その まま 転用 され た り し て いる 。 
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ГУЗА" Д Н Ва іле е 


Гав 2с に べき っ пйда) 
登場 し た 砲台 。 「 ザ ブ г 
ング ル 」 の 時 と は 違 
い 、 こ ちら は SF 的 
な 色合い の 強い デザ 
イン に な っ て いる 。 
た だ 、 部 分 部 分 は 現 
行 兵器 の 面影 が 残っ 
て お り 、 る 連装 対空 
機関 克 な ど は ゲバ ル | : ан 
ト 対 空戦 車 の 砲塔 に | * 648 
近い 。 、 Ў ) ーー 


で ャ た う 】 


; 
2 
lg 
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が 特徴 で ある 。 連 邦 の ノ 
ー マ ル スー ツ は 劇 中 に 登 
場 し て いな いも の の 、 「 フ 
アー スト 」 と 「Z」 の 間 を 
繋ぐ デザ イン を 試み て い 
る ン の ノー マル ス 

18, 20100831 
な ど で も 登場 し て いる デ 
ザイ ン で ある 。 





































クリ ス 専 用 の ノー 
マル スー ツ 。 テ スト 
バイ ロッ ト 用 と し て 
デザ イン され た も の 
で ある らし く 、 他 の 
ノー マル スー ツ と は 
デザ イン が 違い 、 ラ 
イダ ー ス ー ツ を 意識 
させ る スマ ー ト な デ 
ザイ ン に な っ て いる 。 
下 に ある バー ニ ィ の 
民間 用 スー ツ の ほう 
は 、 「 逆 シャ ア 」 で 登 
場 し た 民間 用 スー ツ 
と の 共通 性 が 見 られ 


























【 バ ー ニ ィ の 民間 用 スー ツ 】 












ジオ ン 特 殊 部 隊 サ 
12074057. 
キャ ラ デ ザ イン の 美 
樹 本 晴彦 氏 が 軍服 の 
デザ イン を 得手 と し 
て いな いた め に 、 出 
渕 氏 が ラフ を 描く こ 
と に な っ た 。 帽子 の 


デザ イン 、 小 物 の 使 - 


い 方 に も ドイ ツ 軍 と 
の 共通 点 が 多い 。 Н 
渕 氏 の 書き 込み に は 、 
キャ ラク ター の 名 前 
や 、 性 格 な ども 書か 
れ て お り 、 そ の 意見 
の 幾つ か は 採用 され 
て いる 。 





MP 


































【 サ イク ロ プ ス 隊 マ ー ク 】 
























連邦 の 一 般 兵士 の ラ 
フ 。 一 見 し て アメ リカ 的 
な も の に モチ ー フ を 得 て 
いる の が わか る 。 

























チ ベ 級 重 巡 ヴ ッ ツェ 
ベリ ン の 艦長 ら も 映画 俳優 
の ピー ター・ カ ッ シ ン グ が モチ ー 
フ に な っ て いる , ング が ド 
ラキ ュ ラ 物 で 演じ (ヘルシング 
教授 に ちな ん で 、 キ ャ ラ の 名 前 が 
ヘル シン グ 大 佐 に な っ て いる , 


洋 艦 グ 






























Е.а. 
胸板 が 厚い が っ ちり し 
た 体型 を し て いる 。 軍 
服 は 「 フ ァ ー ス ト 」 を 
参考 に 、 ベ ルト を し て 
いな い ド イツ の 将 官 タ 
イブ を イメ ー ジ し て い 
る 。 また ジオ ン に [ 

し い ネクタイ の ある : 

服 に な っ て いる 。 顔 の 
モチ ー フ は 映画 俳優 の 
クル ト ・ ユ ル ゲ ンス 。 
それ だ け に 名 前 も ルー 
ゲン ス に な っ て いる 。 
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ツ オ ツ 還 人 


劇 中 に 登場 する ジオ ン の 


デザ イン を 踏襲 し て いる 。 
下 の ラ フ の 女性 士官 は 劇 中 
に は 未 登場 で ある 。 





9467-7892 
サイ ド 6 の 司令 官 。 モデ モル は いな いも の の 、 典 型 的 な フラ ンス 人 を イ 
メー ジ し て デザ イン され て いる 。 


ぐう we 


мез? 





ノー マル スー ツ таво х7) 


劇 中 、 シ ャ ア と クエ ス が 着る ノー マル スー ツ 。 こ れ だ け 
が 出渕 氏 の デザ イン で 、 他 は ガイ ナッ クス が 担当 し た 。 
































Еа [0 2 | 


キリ コ の 装備 ラフ 。 ほとん ど が 現在 の 装備 を 参 
考 に 描か れ て お り 、 腰 の ホル スタ ー を 固定 する 紐 
や 、 雑 衰 な どの 装着 の 仕方 まで 細部 に わた っ て 忠 
実に 描か れ て いる , 

















749=70Е& 


テイ タニ ア の 服装 の ラフ 。 戦 闘 服 の 
上 に 着込む コー ト は 、 軍 の コー ト と い 
う よ り 、 近 未来 SF 的 な イメ ー ジ に 近 
く 、 サ ング ラス の 形状 も 同様 の イメ ー 
ジ が 強い 。 腕 部 の 破損 部 分 も 出渕 氏 の 
手 に よる も の で 、 服 装 を 合わ せ 、 全 体 
的 な イメ ー ジ が 「 ブ レー ドラ ン ナ ー」 の 
レブ リカ ント を 思わ せる 








COMMENT 








て や っ て いき ま 
イタ ニア の 服 は 、 キ リコ の 


し て デザ イン し て いき まし 
た ね 。 
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ルル タ 4 1 
ギル ガメ ス の 軍服 は 、 肩 バッ ト や 胸 の 紋章 が 特徴 的 で あわ る 。 ア メリ カ 軍 と いう より 、 ヨ ー ロ 


ッ バ 近代 の 軍服 と いっ た イメ ー ジ が 強い デザ イン に な っ て いる 。 









0 н (е < 
сүзі а; 
а, NMIMDT 
СА ы 
\ А / 

1/7 г/т 
МЦ Еп 
VY] 
すす) | 








中 東 の 軍隊 を イメ ー ジ し て いる の も 大 き な 特 徴 だ 。 


| 2 ей 1 | 
ИІ | | | | 
テレ ビシ リー ズ に も 登場 し た メル キア の 軍服 の アレ ンジ で ある 。 ゆっ た り と し た デザ イン に な り 、 野戦 服 と し て よく デザ イン され て いる 。 書き 込み に ある 通り 、 
7 フラ デマ アア ате) - етир 
hm а. 9 2 

















「 舌 突 」 に 登場 する マー ティ アル 会 本 作品 の カギ で ある 宗教 色 を 出す た め に 、 会 員 の 着用 する 服 を デザ イン する まで に は 、 ロ 
王 庁 か ら イ スラ ム 、 カル 的 な も の まで 、 さま ざま な デザ イン が 試み られ た 。 そし て 、 出来 上 が っ た デザ イン を 最終 的 に は キ 
ャ ラク ター デザ イン の 塩山 氏 が クリ ン ア ッ プ し て いる が 、 決 定 稿 は ほとん ど 塩 山 氏 の オリ ジ ナ ル に 近い も の と な っ て いる 。 


を 羽織 っ て いる と いう デザ イン に な っ て いる 。 そ の た め 中 東 の ベ ド 
ウィ ン な ど に イメ ー ジ が 似 て いる も の も ま ざ っ て いる , 




















ん で すけ ど ね 
























гави уута аовосн 


2H-・ ラ ー キ ツ と その 手下 


軍服 を 着 上 し 、 悪 趣味 な アク セ サ リ ー で 飾っ て いる ラー キン と その 手下 た ち 。 様々 な 軍 
の 装備 品 が 混ざっ て いる の が いか に も な ら ず 者 らし い 。 ラ フ の 段階 で は な ら ず 者 と いう よ 
り も ゲリラ に 近く 、 清 書 ラ フ で より イメ ー ジ が は っ きり し た 。 





































19 
と >21 
қ 兵士 や 戦車 
\ |057. マー 
| ティ アル と い 
ШІ | う よ り も 砂 湯 
| | の 人 遊牧 民 と い 
| う デ ザイ ン だ 
が 、 何 の も と 
に な っ た か は 
わか ら な い 。 

















宗教 色 の ある マー ティ アル だ け に 十字 軍 の イメ ー ジ が 色濃く 残っ て 


いる 。 右 の テイ タニ ア の ラフ 案 は 、 一 昔 前 の SF 的 な テイ スト が ある 。 
2. 42 






































0Z 将 校 の 軍服 は モー ル な どの 装飾 と ルー 
クマ ント な ど が 特徴 で 、 ナ ポレ オン 軍 時 代 の 
フラ ンス 軍 が モチ ー フ に な っ て いる 。 ゼ クス 
の 仮面 に 関し て は 村瀬 氏 の デザ イン が あり 、 
それ を も と に 制服 デザ イン を 固め て いっ た 。 
時 代 が か っ た 服 : 応 し く 、 拳 銃 も 古い 時 
代 の も の を モチ ー フ に し て いる 。 














統一 連合 の 軍服 。 華 腫 な OZ と は 対照 的 
に 野暮 っ た い デ ザイ ン に な っ て いる 。 デ ザ 
イン の モチ ー フ は 第 一 次 大 戦 の 軍服 に な っ 
て いる 。 高 級 将 校 に な る と や や 装飾 が 増え 
る が 、 線 の 太い 質実 剛健 な イメ ー ジ が 残っ 
て いる 。 下 の 閣僚 3 人 は その まま キャ ラク 
ター デザ イン の クリ ン ア ッ プ に 反映 され て 
いる 。 

































0Z の 土 官 服 。 大 時 代 的 な 将校 服 に 比べ て 、 少 し 
近代 的 な 軍服 に な っ て いる 。 将校 服 に 比べ て マン ト 
が 短く 、 モ ー ル な どの 装飾 が 排除 され て いる の が 特 
徴 。 レ ディ ・ ア ン の デザ イン は 、 劇 中 で は 帽子 が な 
く な っ て いる 。 
































й-ЖЕТЕ 


統一 連合 の 士官 服 も 0Z と 同じ く 、 装 飾 部 分 を 取り 払 f 
っ た デザ イン と な っ て いる 。 サ リィ の 還 服 の 四角 い 軍 帆 гй 
тС СЯЯХ. ЖЛЪШ алас ГА, “ 
的 印象 を 持つ 」 と 書か れ て いる 。 現在 の 婦警 は デザ イン 
が 一 新 さ れ て お り 、 こ の イメ ー ジ と は や や 異な っ て いる 。 











【 サ リィ 少尉 コス チュ ー ム 】 











ホワ イト ファ に 
ャ ラク ター の 礼服 。 
ング は 南北 戦争 の イッ 9 
ー ナ の 礼服 は フラ ンス 貴族 な ど 、 
前 買 の 0Z の 軍服 と 合わ せ 、 各 陣 
営 の 服装 が キチ ン と 区 分 けさ れ て 
RD わか る 。 リ リー ナ の 

















ks ns A 
リリ ー ナ ・ 
Кид 
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リリ ー ナ が 通っ て いる 学園 の 制服 。 ヨ ー ロ ッ バ の 寄宿 学校 の 生徒 が モチ ー フ に な っ て いる 。 か つて 少女 マン ガ を 乱読 し た 出渕 氏 ら し く 、 
男子 生徒 の ネクタイ 部 分 や 、 女 子 の リボ ン の つけ か た な ど に 、 そ の 影響 が 見 られ る 。 
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名 陣営 が 着用 する 船 外 活動 服 。0 Z 士 官 や ゼクス 用 な どの 体 に フィ ッ ト と し た ダイ バー スー ツ の よう な も の と 、 
ホワ イト ファ ング や コロ ニー 側 の や や ゆっ た り と し た 本 物 の 宇宙 服 の よう な も の の 2 種類 の デザ イン ライ ン が 存 
在 し て いる の が わか る 。 ち な み に カ トル 以外 の 主人 公 4 人 の スー ツ も カト ル と 同様 で 、 色 が 違う だ け で ある 。 


























【 ホ ワイ ト フ ァ ン グ の アス トロ スー ツ 】 





【 ゼ クス 用 アス トロ スー ツ 】 








“уй 


と グ 




















【 コ ロニ ー 側 ノー マル スー ツ 】 【 カ トル の 宇宙 服 】 









2 だ 1 
ニー ヤキ - 半 人 
отта 





「 ガ サラ キ 」 に 登場 する 特殊 自衛 隊 の 制服 。 ゴー グル や ホル スタ ー の 着け 方 な ど 細部 に も 目 が 行 
き 届 いて いる 。 現在 の 自衛 隊 制 服 の アレ ンジ で は な く 、 新 し い 制 服 と し て デザ イン され て いる 。 











БЕ УД ер 


TA 搭乗 の さい に 、 隊 員 が 着用 する スー ツ の ラフ デザ イン 。 劇 中 の も の に 較べ る と 
肩 の アー マー も な く 、 バ ー ツ が し っ か り と 分 か れ た ス に な っ て いる の が わか る 
右端 の も の が 一 番 古 く 、 当 初 は 戦闘 機 の バイ ロッ ト を イメ ー ジ し て デザ イン され た の 
が わか る 。 劇 中 の も の は 、 出 渕 氏 の ラフ を 元 に 村瀬 氏 が 書き 直し た も の で ある , 


































コネ クト スー ツ 
の ラフ 。 左 の も の 
の 上 体 部 の ブロ テ 
クタ ー に 特 自 、 シ 
ン ボ ル 双 方 の 特徴 
が 見 え 、 下 半身 は 
シン ボル の イメ ー 





ジ が 強い デザ イン 
に な っ て いる 。 右 
の ユウ シロ ウ の 着 
て いる ほう は 、 や 
や ディ ティ ー ル が 
細か いも の の 、 ほ 
と ん ど 決 定 稿 に 近 
い 。 











の 甲南 を モチ ー フ に し て デ 
ザイ ン を 煮詰め て いっ た も 
の と 考え られ る 。 
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軍服 [ 新 機動 戦記 カン ダム W エン ドレ スワ ルツ ] 


б 


AA4 


OVA「 エ ンド レス ワル ツ 」 で 

た 少女 ・ マ リー メイ ヤ の 

。 帽子 に つい て いる 羽 飾 り 

が 大 き な 特 徴 で おる 。 こ れ は 階 

級 が わり に も な る も の で 、 幹 部 

将校 し か つけ て いな い 。 貴族 的 

な 0Z、 第 一 次 大 戦 の 軍人 を イ 

メー ジ し た 統一 連合 な ど と 差別 
化 を 図っ て いる , 





Г ア 
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' ず 、 こ の ラフ を も と に 村瀬 氏 
と 思わ れる 











般 兵 士 。 袖 に つい て い 
る 紋章 は マリ ー メ イヤ 
の 略称 MM を 紋章 化し 
た も の で ある 。 




























орда А 
フリ ベッ ダー 市 
ノイ ン た ち が 所 
属す る プリ ベン ダ 
ー の 制服 。 軍 組織 
で は な いた め 、 威 
圧 的 な 装飾 は 排除 
され て いる 。 ジャ 
ケッ ト や 腕 の ワッ 
ペン な どか ら 、 
FBI な どの 公安 機 
関 の 制服 を モチ ー 
フ に され た の が わ 
か る 。 


【 胸 の マー ク 】 























CE 


軍隊 に 見 え 
な いよ うに と 
めき オー ダー 
の た め 、 宇 宙 
の 海上 保安 店 
を イメ ー ジ し 
て デザ イン さ 
れ て いる 制服 。 
無重力 で 活動 
する た め 帽 子 
が 固定 で きる 





いた り 、 袖 や 
裾 な ど に も 苦 
心 が 見 られ る 。 











主人 公 た ち 
が 着用 する 制 
服 。 他 の 制服 
と 同様 、 無 重 
力 で 活動 で き 
る よう に デザ 
イン され 、 宇 
軍服 と し て 使 
用 で きる と い 
う 設 定 も あっ 
た 。 肩 の マー 
ク は 航 軍 士 と 
いう こと で ヨ 
ッ ト を イメ ー 
ジ し て いる 。 














こち ら も 軌 
道 保安 庁 と 同 
じ く 、 軍 隊 で 
は な いた め ラ 
イン が いか つ 
く な い デ ザイ 
ン に な っ て い 
る 。 スラ ッ ク 
ス の 裾 が 固定 
で きる な ど 、 
細か い 部 分 に 
気 を 使っ た デ 
ザイ ン で ある 
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【 サ リィ 】 
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(еу Кф] 














に 近い 外見 を し て いる が 、 ト リガ ー 部 分 な ど に 独自 の デザ 
イン を 組み 込ん で いる 。 үсте да рды ス で ある 。 














12.7178) 


こち ら は 「 逆 シャ ア 」 で 使わ れ た 火器 。 
ロケ ッ ト ラ ンチ ャ ー は 「0080」 で も 使 
用 され て いる 。 

















鉄板 を 打ち つけ た よう 
な 無骨 な 拳銃 で 、「 ガ ン 
ダム 」 の 時 の 拳銃 と は 明 
ら か に 毛色 が 違う 。 жж 
な が ら ど こ か 旧式 の イメ 
ー ジ が 残る ボトム ズ の 世 
界 観 に 合っ た デザ イン だ 











こち ら は リボ ル バ ー 式 . 現在 
の り リボルバー より も 少し 古い 型 
の 銃 を モチ ー フ に し て いる , 


] に お いて キリ コ と テイ タニ ア が それ 
ぞ れ 使用 し た 武器 。 機 関 銃 、 バ パン ツァ ー フ ァ 
ウス ト な ど 実 際 の 兵器 を ほぼ シル エッ ト の ま 
ま に 転 用 し て いる 























サー の 人 る カプセル 


『「 ザ ブン グル 」 劇 中 で イノ セン ト の アー サー が 入る カブ セル 。 カプ セル と いっ て も 、 ド ラム 缶 の 内 側 に 水筒 や 通信 機 な ど 小 物 が つい て いる だ け で : 


NTZUBUCHI 
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ある 。 ド ラ 


ム 缶 の 上 部 が ガム テー プ で 張っ て ある な ど 、 ア ナ ロ グ な 演出 が され て いる の も 面白 く 、 中 に いる アー サー の セリ フ に 吹き 出し まで つけ て いる の も 楽し い 。 








サラ A3 カ Gi し 
Ж лену ヽ 
タネ ラダ са: Желе. 































5.0894 


ラン ド シ ッ プ の 司令 塔 。S F な が ら レ トロ な 作品 世界 観 の た め 、 
伝 声 管 で 指令 を 伝え る 方 式 に な っ て いる 。 伝 声 管 の 部 分 は 取り 外し 
が 自由 に な っ て いる の も 特徴 。 


その 他 の 小物 














【 カ プ セ ル 】 
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ЕМЕН 
24 

この 作品 で は 出渕 氏 の 活躍 の 幅 は 広く 、 酒 場 の 小道 具 な ども 氏 が て 
が け て いる 。 ドラ ム 和 缶 を その まま 流用 し た イス の デザ イン が 面白 い 。 























65 
ー フ は 掴 で あり 、 紋 章 に も その 方 
向 性 は うか が える 。 


マー ティ アル の 頭 文字 が 
隠さ れ て いる 。 










жала 596) рр _ 








【 マ ー テ ィ ア ル 階 級 章 の イメ ー ジ 】 
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キリ コ の カプ セル 


キリ コ の 入っ て いた カブ セル 。 テレ ビシ リー ズ 最 終 回 に 登場 し た 
カブ セル と 同じ 物 で ある が 、 込み に ある 通り シル エッ ト こ そ 共 
通 だ が 、 デ ィ テ ィ ー ル で は 各所 に 手 が 加 えら れ て いる . 


【 ラ フイ メー ジ 】 


















フィ アナ の 入っ て いる カブ セル 。 出 
洋 氏 の ほう か ら 、 さ ま ざ ま な アイ デア 
が 提案 され て いる 。 こ の アイ デア に 関 
し て は 採用 は され な か っ た が 、 演 出 上 
の 出渕 氏 の こだわ り を うか が うこ と が 
で きる 。 
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【 一 般 兵士 用 カプ セル 】 








宇宙 に 浮か 巨大 た コン プラ ント の ラフ 。 НВ 
形 の 「 ガ ンダ ム 」 の 宇宙 コロ ニー と は 違い 、 直 線 
が 主体 の デザ イン に な っ て いる 。 無数 に 突き 出 た 
突起 や 剥き 出し の 機械 の よう な 外観 が 、「 ボ トム 
хі 作品 特有 の 匂い を か も し だ し て いる 。 











コン プラ ント 内 部 ラフ 。 町 中 
を 走る 太い バイ プ や 、 街 頭 に あ 
る テレ ビ 画 面 、 無 数 の Ё 
場 に ある 剥製 な ど 、 

池 と し た SF 世界 の : 2 
感じ させ る デザ イン に な っ て い 


る の が 特徴 。 



































コン プラ ント の エア 
ロッ ク の ラフ 。SF 作 | - 
品 に よく 登場 する デザ 
イン を 踏襲 し 、 手 堅く 
まとめ て いる 。 回 転 灯 
や 標識 な ど 細 か い 部 分 
に も 気 を 配っ て いる 。 
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COMMENT 





アレ ギ ウ ム 総 本 山 

アレ ギ ウ ム の 総本山 の ラフ イメ ー ジ 。SF 的 
な コン ブラ ント と は 趣 を 異 に し て 、 中 世 的 な デ 
ザイ ン に な っ て いる 。 イ メー 完成 度 
が 高く 、 美 術 ス タッ フ が その まま クリ ン ア ッ プ 
し て 背景 と し て 使用 し た と いう 噂 も ある 。 


アレ ギ ウ ム 全 景 


総本山 に いた る アレ ギ ウ ム の 全景 が 描か れ 
た イメ ー ジ ラフ 。 か な り 細 か く 描 か れ て お り 、 
作品 の 世界 観 を デザ イン し た いと いう 出渕 氏 
の 志向 が うか が える 。 








2" Тар. 





























総本山 広間 の ラフ イメ ー ジ 。 中 世 
ヨー ロッ バ の 宗教 建築 物 な ど に よく 
み ら れ る 壮麗 だ が 大 時 代 的 と いう 特 
徴 を ふま えて デザ イン され て いる 。 
調 見 席 の 形状 が オペ ラ 座 な どの 買 寅 
席 に 近く 、 参 考 に され た 建築 物 が 多 
岐 に わた っ た こと が わか る 。 


COMMENT 


по 














総本山 の 名 通路 
の ラフ 。 壁 の 描き 
方 、 柱 の デザ イン 
まで 細か く 指定 さ 
れ て お り 、 美 術 ス 
タッ フ の 描い た 背 
景 も まほ ぼ こ れ と 同 


ра. Давоси 
2 | ІТ 


ロッ バ 的 な テイ ス | = 
ト が 強く 、SF メ カ | 
で あり な が ら ど こ 
か 古めかしい AT と 
よく 合っ て いる 。 



































T0080] 第 一 話 で の 1 ン ( 
る カッ ト 割 り に な っ て いる 。 




















「 ザ ブン グル 」 で の 医務 室 と ブリ ッ ジ の ラフ イメ リ ジ ナ ル の アレ ンジ は ほとん 
ど な く 、 ブ リッ ジ が 通常 の 艦船 より も や や スペ ー な っ て いる 程度 で ある 。 
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YUTAKA IZUBUCHI 
RYOSUKE TAKAHASHI 
KOICHI INOUE 
SHIGERU HORIGUCHI 
SHUJI MIYATA 
SEIICHI ANBIRU 
KOHTARO NAKAYAMA 





“ 


空想 意匠 (CREATIVE DESIGNER)・ 絵 師 (ILLUSTRATOR) 


メカ デザ イン で 食っ て いこ うな ん て 
全然 考え て な か っ た で すね 。 


デザ イナ ー に な る きっ か け は どう いっ た 事 だ っ た ん で すか ? 


ЕЖ ボル テス V] 〔 注 1] を や っ て いた 頃 。 スタ ジオ 見 学 を 何 度 
か サン ライ ズ さ ん に させ て いた だ いた の が そもそも の きっ か け で す 
ね 。 まだ 高校 生 の 頃 で す が …。 その 頃 、 友人 と SF 系 の 同人 活動 を や 
っ て まし て 、 自主 制作 アニ メ で こん な の 作っ て みた いな っ 、 て アデ 
も な い の に 夢見 て いた り し た わけ で す 。 С. 二 度 目 の 見 学 の 時 だ っ 
た か 、 監督 の 長浜 (忠夫) [ 注 8] さん に 描き た め て いた (自主 アニ メ 
用 の ) 絵 を 見 て ちら っ た ん で す 。 時 期 的 に は 、、『 ポ ボルテス}! が 終わ っ 
С. 「 ダ イモ ス 」 [ 注 3] の 中 盤 に 差し か か っ た 頃 で 、、 敵 の ネタ も 切れ 
か け て いた 時 らし く 、 長浜 さん が 見 学 に 来 て いた 素人 の 僕 に T『 や っ 
て みな い ? 」 と 言っ て くれ た の が は じ ま り で すね = 多 考 える と 無謀 
と いう か が 勇気 ある と いう か … い や 長浜 さん が ( 笑 )。 


最初 か ら デ ザイ ナー に な り た いと いう わけ で は な か っ た ん で す 
か ? 


出渕 長く 続け て いる か ら 結 果 メ カ デ ザ イン と いう 肩書 を 使っ て ま 
すけ ど 、 当 時 どう し て も デザ イナ ー に な り た いと 意識 は し て いな か 
つた と 思い ます 。 そ れ に アニ メー ショ ン の 仕事 だ け を し た いっ て い 
うこ だ わり が ある わけ で も な か っ た 。 ア ニ メ に も 関心 は あり まし た 
が 、 僕 は も と も と 特撮 畑 の 人 間 だ と 自分 で は 思っ で まし た か ら 。 Б 
浜 さ ん に 言わ れ た 時 も 「 僕 な ん か に や ら せ て も ら え る ん だ っ た : 

と いう 気持 ち で 引き 受け まし た し 、 今 考え る と 明確 な ビジ ョ ン も 
く な ん と か な る か な っ て 感じ で 入っ て いき まし た 杜 ( 笑 )。 それ に 、 
僕 が 描い た の は ラフ だ け だ っ た の で も ら え る ギャ ラ も アル バイ ト 料 
みた いな も ん で ね 、 途 中 か ら 入 つっ た ん で スタ ッ フ ロー ル に も 名 前 は 
出 て な いん で す 。 あ の 時 点 で は これ で 食っ て いこ うな ん て 全然 考え 
て な か っ た で すね 。 


ザブングル] [ 注 4] まで は 、 主 に 上 央 メ カ の デザ イン を され で ま 
し た よね 。 


出渕 そう で すね 。 で も 「 ザ ブン グル 」 以降 も 主役 メカ や っ て ませ 
ん よ ( 笑 )。 ちゃ ん と や っ た の は 「 逆 シャ ア 」 が 初め て じゃ な いか な 。 
それ も 大 河原 (邦男 ) さん の ガン ダム あっ て の ね 。 初め て スタ ッ フ 

が 載っ た の は 「 ダ ル タ ニ アス 」 [ 注 5] か ら で す か 、 ЖО 
時 も ラフ だ け で 実際 に クリ ン ア ッ プ し た の は アニ メー ター の 金山 
(明博 ) さん で す 。 僕 が や っ た デザ イン が その まま 画面 に 出 て きた の 
は 「 ト ライ ダーG7」 [ 注 6]】 か ら で す ね 。 СЪ, 「 ト ライ ダー」 の 時 も 
まだ セミ プロ っ て 気持 ち で 、 仕事 と し て ちゃ ん と や っ て いけ る な ん 
て 思っ て な か っ た で すね 。 た だ 、 大 学 に 進学 し て 4 年 間 通 っ た と し 
て 、 自分 の 性 格 か らし て サラ リー マン は や っ て いけ な い ど いう の は 
感じ て いた し 、 映像 関係 に は 興味 が あっ た ん で そっ ちの 世界 に は 関 
わっ て いき た いと 思っ て いま し た 。 当初 は 、 自分 みたい の が メカ ニ 
ッ ク の デザ イン を ずっ と や っ て いけ る よう な 甘い 世界 じゃ な い だ ろ 
うと 感じ て いま し た 。 だ か ら や っ て いる うち に コネ クシ ョ ン が で き 
て 、 色々 と 経験 し た 後 で うま く 自 分 の 居場所 に 軟着陸 で きた ら な と 
軽く 考え て いま し た 。 自分 が (メカ デザ イン の ) プロ で ある と 認識 
し た の は 、 だ か ら 「 ザ ブン グル 」 あたり の 仕事 を や っ で いる 時 に な 
っ て か ら で す ね 。 


削 メ カ の デザ イン を な さっ て 、 何 か 感じ た 点 は あり ます か 。 


出 湖 や っ て みて わか っ た ん で すけ ど 、 特撮 の デザ イン と アニ メー 
ショ ン の デザ イン は 違う も の な ん で す よ ね 。 特撮 の クリ ー チ ャ ー デ 
ザイ ン な ら ま だ や っ て みた い 気 が する ん で す が 、「 トラ イダ ー』 の 屋 
ロボ ッ ト の よう な も の は 興味 も 薄れ で ます じ 、 や つた と し て も いい 


も の は で き な い で す よ 。 [ダイ モス 」 か ら 勢 い 4 作品 続け て デザ イジ 
し じ で いっ つた ん で 、 も う ネ タ 的 に も パリ エー ショ ン 的 に も 変化 が あま 
りつ けら れ な いと 思う し 、 そう いう 仕事 は 若い 人 が デザ イン の 経験 
を 積 お 場 で も ある と 思う ん で す 。 色んな デザ イン に アブ ロー チ で き , 
る 、。 と いう か それ を 要求 され る わけ で 、 自分 の 中 の (デザ イン の ) 幅 
は 拡げ られ ます し ね 。 


ЖО. ТИР (КОР) ПЕТ) 監督 と の 仕事 が 続く わけ で す よ ね 。 
昌 油 きん 自身 は 管野 監督 に つい て どう 思わ れ て だ ん で すか 。 


出渕 僕 、『 ト リト ン 』[ 注 B] 好き だ っ た ん で す よ 、 シ ョ タコ ン じ ゃ 
な く て ね ( 笑 )。 あの 当時 は 、 スタ ッ フ が 、 監督 が どう の っ で いう 感 
じ で は 一 般 に 観 られ て な か っ た で す よ ね 。 文化 と し て 認知 さ 科 で な 
いっ て いう か …。 で も その うち 、 「 こ の 人 が (監督 ) や っ て いる 作品 
は 他 と 違う ] と いう の が 見 えて き て 、 それ が 高畑 ( 勲 ) さ ん 富野 さ 
А. 出崎 ( 統 ) さん どい っ た 方 々 だ っ た ん で す 。 僕 の 場合 、 当時 まだ 
高校 の 頃 、 作品 の フィ ル モ グ ラフ ィ と か 作っ て チェ ッ ク し て で 気付 . 
さよ うに な っ た だ で すけ ど ね 。 中 ライ ディ ー ン 」 〔 注 9] な ん か ビジ ュ 
アル 的 に も ビビ ピッ と きま し た ね 。 同じ ロボ ッ ト 物 で も 一 般 に 入 気 の 
あっ た 『 マ ジン ガー」[ 注 10] や ゲッ ター] [ 注 10] に は お まり グッ 
と こ な か っ た 。 安彦 良和) さん の デザ イン し た ライ ディ ー ン や ガ . 
ン テ 、 ドロ ー メ [ 注 1.1 す は 自分 の 中 で は 刺激 的 で し た 。 あの 頃 の 富 
野 さ ん や 安彦 ざん つ で 、 こく 一 部 の 人 間 じ か 知ら な い 存 在 で し た け 
ど 、 ご の コン ビ は 他 と は 違う 物 を 創 ろ うと し て る な ど 。- だ か ら そ の 
京 た り が jj ガン ダム 』 С+12] を や る つて 聞い た 時 は ワク ワク し て だ た: 
ОЕШ СЕЗ. た し か 、 僕 が [ダル タニ アス 」 を や っ て いた 下 の ス 
タ ジ オ で や っ て いた ん で す よ 、 当 時 、、 ち ょ っ と うら や まし くも あっ 
た か な 。( 笑 )。 


そし で 、[ ザ プン グル 』】 で 一 緒 に 仕事 を する こと に な っ た ん で す 
ね 。 


出渕 最初 は 富野 さん が 監督 を され る わけ じゃ な か っ た ん で す 。 当 
初 、 吉川 ( 應 司 ) さん が 監督 で 宇宙 を 舞台 に し た ロボ ッ ト 物 を や る 
事 に な っ て いた ん だ けど 、 や っ ぱり ロボ ッ ト 物 は 自分 に は で き な い 
と いう て と で 、 降板 され て 急 如 富野 さん が 外 督 を され る 事 に な つた 
ん で す 。 それ で 世界 観 も 180 度 変わ っ て 、 あ あい う 西 部 劇 の よう な 
世界 に な っ た わけ で す 。 大 型 の WM の 中 に 「 イ デオ ン 」 の 重機 動 メ ガ 
みた いな フォ ルム の も の が ある の は 清川 ( 友 謙 ) さ ん の 宇宙 物 の 時 
の デザ イン を じゃ っ か ん アレ ンジ し て 転用 し だ 名 残り か ら で す 。 僕 
は 世界 観 が 大 きく 変わ れ ば デザ イン も 大 きく 変わ る も の と 思っ て ま : 
し た か ら 今 まで の は 全部 捨て て WM は 自動 車 や 工作 機械 っ ぽい も の 
に デザ イン し 直し まし た 。 富 野 さ ん か ら 大 ラフ みた いな も の が で て 、 
それ に 準じ で や る 事 も 多かっ た で すね 。 ラン ド シ ッ プ は 陸上 艦船 と 
いう イメ ー ジ に 近づけ る た め に 、 クレ ー ン や サー チラ イト を つけ る 
と か 、 富野 ラフ の シル エッ ト を 含め ディ ティ ー ル を 考え る の が 結構 
楽し か っ た で す よ 。 ラフ の や り と り の な が で 、 富野 さん の 好み の プ 
ォ ル ム っ て いう の が な ん と な く 掴 め た 気 は し た か な 。 だ か ら 、 そ の 
後 「 ダ ン バ イ ン 」 [ 注 13] で 、 いろ ん な 形 の トン デモ 戦艦 と か 結 構 平 
気 で 描け ちゃ っ た り し た の か も し れ な し ( 笑 )。 その お か げ で 、 一 応 、 
監督 の オー ダー に 合わ せる よう な 訓練 は で きま し た ね 。 演出 サイ ド 
か ら ビ ジュ アル イメ ー ジ が 出 て くる て と は それ まで の 仕事 で は な か 
っ た で すか ら 、 演 出家 の 方 で ビジ ュ ア ルイ メー ジ が ある ん だ っ た ら 、 
それ を 膨らませ て プラ ス o を 考え る どい うら の を 心掛け る よう に な り 
まし た ね 。 





ビデ オ ほ が 
現在 も 新作 が 制作 さ 


に 活躍 中 の 人 





も うこ うな っ て くる と 
リリ ー フ デザ イナ ー (Яя 


その 後 、 ガ ンダ ムシ 








リー ズ に 関わ っ て いく ん で す よ ね 。 


出渕 「ZZ」[ 注 14] の 時 は 怠 で 大 変 で し た ( 笑 )。 僕 は あの 時 、「Z」 
[ 注 14] の 後 番組 の デザ イン を や っ て いた ん で す 。 アン ドロ イド が 
出 て くる 作品 で 、 デ ザイ ン 的 に も か な り 自信 が あっ た ん で すけ ど 、 
いき な り [22] を や る か ら と いう こと に な っ て 企画 が 倒れ ちゃ っ た 
( 笑 )。 そし た ら 「ZZ」 や る 等 だ っ た 永野 (8) [ 注 15] くん が 降板 し 
ちゃ っ て 怠 い で 英 側 の MS を デ ッ チ 上 げ な いと いけ な く な っ た 。 そ 
れ で 何人 か の デザ イナ ー さ ん に 発注 し て コン ペティ ショ ン し た わけ 
で す 。 その 時 僕 も 7、 8 体 敵 MS の ラフ を 描い た と 思い ます 。 で それ 
が 通っ ちゃ っ て 、 で も 僕 は ラフ まで で 勘弁 し て と 、 それ 以上 は で き 
な い 、 と 。 それ で クリ ン ア ッ プ は 伸 董 舎 の 明貴 (美加) [ 注 16] くん 
に お 願い する 事 に な っ た 。 で も そう する と 僕 の イメ と は どう し 
て も 違っ て くる わけ で す よ 。 そこ で 何 度 か こち ら で リ テイ ク を 出し 
た 事 も あり まし た 。 「 ラ フ だ け 」 っ て 言っ て お いて ヒド い 奴 だ よね 
( 笑 )。 








シャ ア 」 の 時 も 、 最初 は これ も 永野 くん が や る は ず だ っ た ん 
ど 、 事情 が あっ て 永野 くん が 降り て 、 また デザ イナ ー の コン ベ 
ティ ショ ン に な っ た ん で す 。 それ で また こち ら の が 通っ て 、 て いう 

困っ た 時 に 声 か けら れ た り 、 お 助け マン と し て 呼ば れ た り 。 そ 
うい えば 途中 か ら 関 わっ た と いう 作品 が 多かっ た ん で す よ ね 僕 の 場 
合 。 「ZZ」 に し て も 「 逆 シャ ア 」 に し て も 、 「 ダ ン バ イ ン 」 も そう で す 
よね 。 ВК (Й) [ 注 1 7] さん が 降り ちゃ っ て 、 その 代わ り で すか 
ら 。 も うこ うな っ て くる と リリ ー フ デザ イナ ー ( 笑 )。 最初 か ら 全部 
や れ た の は 「 ガ リア ン 」 の 『 鉄 の 紋章 ] く らい か な 。 な ん か そう 考え 
る と トホホ で すね 。 





[ 遂 舞 の シャ ア 」 が 終わ っ て で 「0080] が は じ ま る わけ で す よ ね 。 


нж ガン ダム 」 と し て は 初 の ビデ オシ リー ズ で す よ ね 。 あれ は 
「 逆 模 の シャ ア 」 が 終わ っ て 一 年 くら いし た 頃 に 話 が あっ た ん で す 
けど 、 聞い た 時 は 「 え えっ ! また ガン ダム や る の ?」 と いう 感じ で 
し た 。 「 逆 シャ ア 」 で 自分 の 中 の ガン ダム は こう いう 感じ し 、 と いう の 
を 出し て し まっ た ん で 、 も う あ まり 違い を 出せ な いん じゃ な いか と 

7. それ に 「O080」 は 時 代 的 に は 一 年 戦争 の 時 期 を 描い た も の で 
し た し 、 じゃ あ も っ と 「 兵 器 ] と し て 今 な うい う 解 釈 も あり な 
ん じゃ な いか と 、 そん な 感じ で アレ ンジ を 進め て いこ うと 考え まし 
た 。 「 フ ァ ー ス ト 」 の デザ イン っ て 、 リア ル ア ニ メ の 和束 明 期 に は あれ 
で 良かっ た と 思う ん で すけ ど 、 現在 の 目 で 見 る と ディ ティ ー ル と し 
て は 、 まだ マン ガ 的 と いう か が 稚 抽 な 部 分 が ある よう に 思え た も の で 
すか ら 。 だ か ら 、 大幅 に 変え た ハイ ゴ ッ ク と か は も う 完 全 に 別 の 
MS だ と 考え まし た が 、 ザク 改 は 「 ザ ク 」 リッ ク ・ ド ム IT は 「 ド ム 」 な 
ん だ と 、 ちょ っ と 形 違う けど そう な ん だ と …( 笑 )。 昔 は 見 えな か っ 
た 細か い デ ィ テ ィ ー ル が 、 写し て いる カメ ラ の 解像度 の 違い で 見 え 
て いる と いう つも り で …。 ちょ っ と 解釈 が 強引 だ っ た の も 今見 る と 
中 に は あり ます けど ね ( 笑 ) 。 








「 ガ サラ キ 」 な どの リア ル 物 に つい て どう お 考え で すか ? 


出渕 俗 に 「 リ アル 物 ]」 と 言わ れ て いる も の っ て 、 ガン ダム か ら の 
兵器 と し て の ロボ ッ ト を 、 その 兵器 体系 を 表現 し て いる っ て 事 で 
「 リ アル 」 と 言わ れ て る よう で す が 、 結構 曖昧 に 「 リ アル 」 っ て 言葉 
使わ れ て ます よね 。 それ っ て 本 当 の 「 リ アル 」 な の か ? それ に 、 その 
「 リ アル 」 を 突き 詰め て いく と 、 どん どん 地味 に な っ て 花 が な く な っ 
て し まう っ て いう 側面 も ちあ る 。 「 ガ サラ キ 」 の 時 も 、 キャ ラク ター 性 
を か な り 抑 えて や っ た つも り で す が や は り 「 ロ ボッ ト 物 ] で も ある 部 
分 を 重視 する と 本 当 の 「 リ アル 」 に は 至ら な い 。 結果 と し て 僕 は そ 
れ で いい と 思っ て る ん で すけ ど ね 。 だ っ て 「 ロ ボッ ト 物 」 だ か ら …。 
「 ロ ボッ ト 物 ] で リア ル 気 味 に し て も 結局 、 ガ ンダ ム モ ドキ に し か な 









ら な い 事 が 多い で すし ね 。 だ か ら 「 ロ ボッ ト 物 」 の 兵 座 体 系 の 量産 
思想 と いう の は 、 それ が ロボ ッ ト で ある 以上 リア ル っ ぽく は で き で 
も 本 当 の 「 リ アル ロボ ッ ト 物 」 な ん て あり 得 な いん じゃ な いか な あ 』 
た だ 、 ガン ダム その も の を 突き 詰め て 煮込ん で いく 作業 は まだ シコ 
ミ と し て は 面白 いん で ね 。 で も 、 そう いう の は カト キ Ах) 
18] くん の ほう が 向い て いる ん で す よ ね ( 笑 )。 


自分 の 中 で 想い 描く 
「 あ る べき ビジ ュ ア ルイ メー ジ 」 を 提案 し 
プロ デュ ー ス し て いき た い 。 


今後 は どう いう ライ ン で 仕事 を し よう と 考え て ます か ? 


出渕 仕事 が 選べ る 環境 だ と いい ん で すけ ど ね ェ ( 笑 )。 興味 が 持て 
る 事 に は 積極 的 に 関わ っ て いき た いっ て と ころ で すか 。 メジ タル な 
処 に 左右 され 易い ん で 逆 に 興味 の 持て な い 仕 事 、 ルー テイ ン ワ ー ク 
に 偏っ た 仕事 と か は 贅沢 言う よう だ け 選 避け ちゃ うか が も …。 デザ イ 
ン の 仕事 で いえ ば 自分 で その 作品 の 世界 観 (デザ イン ) を 責任 持っ 
て 提案 で きる 、 そん な ポジ ショ ン で の 仕事 が 続け られ れ ば と 思っ て 
いま す 。 と は 言っ て も 全部 ひと り で や る わけ で は な く 、 大 本 の 指標 
を 示し て デザ イナ ー を 割り 当て て いく 、 それ ぞ れ の デザ イナ ー さ ん 
の 得意 な も の を 見 極め た うえ で 、 その 特性 に あっ た 仕事 を させ て い 
く 。 いわ ば デザ イン プロ デュ ー ス みた いな も の で すね 。 「 ガ サラ キ 」 
を 例 に すれ ば 、 ミ リタ リー 系 の も の は そちら に 信頼 で きる 荒牧 (Ф 
Ж) [ 注 19] さん に ある 程度 お 任せ し て 、 伝奇 的 な 部 分 で ある 骨 吉 | 
は こち ら で 責 任 を 持つ 、 み た いな ね 。 だ か ら 必 ず し も 一 人 で クリ エ 
イト し て いく ん じゃ な く て 、 自 分 の 中 で 想い 描く 「 あ る ぺき ビジ ュ 
アル イメ ー ジ 」 を 提案 し プロ デュ ー ス し て いく 、 そう いう スタ ンス 
で の 仕事 の スタ イル が 自分 に 合っ て いる 、 と いう か そう し て いく ん 
だ ろう と 思い ます 。 「0080」 の 高山 (文彦 ) さ ん や 「 ガ サラ キ 」 の 
(高橋 ) 良輔 [ 注 20] さん は そう いう の を 理解 し て くれ る 方 々 だ っ た 
ん で 、 ホ ント 感謝 し て ます 。 


これ か ら は デザ イン を プロ デュ ー ス し て いき た いと いう わけ で す . 
ね 。 


出渕 や っ ぱり 自分 が 苦労 し な いで 好み の 作品 が 見 れる の が いい で 
す よ ね ( 笑 )。 た だ 、 た ま に 「 あ あこ れ は 俺 が や る の が 一 番 KUY な 『 ど 
思う も の と も 出会っ た りす る わけ で す よ 。 例 えば 骨 束 を や つ だ 時 は = 
この イメ ー ジ を 作り 上 げ ら れる の は 自分 以外 思い 当たら な か っ た 。 
そう いっ た 時 は 何 が 何で も や やり ま すけ ど 、 自分 で そう 確信 で き な い 
も の に 関し て は 意外 と 柔軟 に 考え て 他 の 人 に 振っ て し まい ます ね 。 
あと 演出 に は や は り 興 味 あ り ま す よ ね 。 「 バ トレ イ バ ー』[ 注 81] で 
も 絵 コ ン テ 切 ら せ て も ら っ た り し まし た し 、 で ぎれ ば 和 監督 まで や ら 
せ て も ら っ て ね 。 怖く て そん な 事 を 考え る 人 い だ な いか (Ж). 河 森 
(正治 ) #22] くん も 監督 や あっ て いる し 、 荒牧 さん も 絵 コ ン テ 切っ 
た り … メ カ デ ザ イナ ー っ て 結局 自分 の ビジ ュ ア ルイ メー ジ を 元 に し 
て 世界 を 動か し て みた く な っ て いき 易い 人 種 な の か も ね 。 で も 大 河 
原 さ ん の よう に 、 プロ フェ ッ シ ョ ナル な 職人 に 徹し て いい が れる 方 も 
いま す よ ね 。 うー ん 、 で も 僕 に は 「 生 涯 一 デザ イナ ー} は で きそう も 
な いで すね 。 


で は 今 、 デ ザイ ン の 方 面 で は 興味 を 持っ て いる の ほど ん な デザ イ 
ン で すか ? 


出渕 今 、 っ て 訳 じ ゃ な いけ ど 衣 装 、 特に 軍服 関係 は こだわ り の あ 
る ほう か も し れ な いで すね 。 [0080」 の 時 に し て も 、 軍服 の ラフ を 
描い て 美樹 本 (晴彦) こん に や っ て も ら っ た り ね 。 そう いう 事 を や 
つて いた か ら 、 ス タッフ ロー ル に は メカ デザ イン じゃ な く て 、 デザ 
イン ワー クス と いう 形 に し と こう と 、 何で も と りあ えす ず 首 突っ 込め 





21/06). 軍服 と か っ て この 企業 計ら こう いう 感じ \ ジ オン だ っ だ 
な ら こ う 、 と いっ た コス チュ ー ム の 友 ザ イシ を 決め 込 々 で いく 事 が 
作品 の 中 に 存在 し で いる 蜂 似 組織 や 疑似 国家 を 体現 し て いく 事 に な 
り 、 引い で は 作品 世界 その も の の 色合い を 決め て いく 事 に も な る 。 
ぞう いう と ころ が キー に な っ て いる ん だ と 思い ます 。. た だ 、 オー ダ 
ー と いう か 狙っ で いる 世界 観 に よっ て それ は 変わ り ます よ 。 実写 の 
「 チ ェ ン ジマ ン 」 [ 注 231 の 時 は 、. 融 が いろ ん な 時 か ら や っ て さき た 宇 
軍人 の 混成 部 隊 だ っ た の で 逆 に 個性 を バラ バラ に し た り じ て ね 。。 作 
品 が 狙っ て いる 部 分 や 要求 し て いる 部 分 を 明寺 と つて 自分 の 中 で ベ 
スト な 形 で 組み 立て て い ぐ の が 僕ら の 仕事 だ と 思っ て ます 。 どん な 
に 凄い メカ を デザ イン し て も キヤ ラク ター 世界 観 と 遊 見 し て し ま 
つた ちら 作 品 的 に は 意味 は な い ほ ゃ な いで すか だ か ら 、 デザ イナ ー 
と し て 係わる 以上 、 軍服 と が 細か い 部 分 まで 面倒 みた い 、 み る 事 で 
「 世 界 を デザ イン 」 す る 事 に 賀 任 が 持 で る > を そう いう 事 だ と 思い ます 。 


サン ライ ズ で の 仕事 全般 に 対し て の 感想 を お 願い し ます 。 


出渕 サン ライズ さん に は 搭 っ で 育て て も ちっ た な あと いう 感じ で 
し ょ うか 。 サン ライ ズ 以 外 の 仕事 も し て ます けど 、 懇 着 が ある の は 
サン ライ ズ 作 品 が 多い か な あ 。 昔 が ら や っ て いる 分 、 ノ ウ 人 ハウ は が 
か っ て いる し 、 作品 の 方 向 性 に 合わ せら れる 。 座 に 合わ せら れる と 
いう 事 は ぞ その 方 向 性 を 遵守 し な が ら も 、 各 れれ ま で の サン ライ ズ は な 
い 新 し い 物 を 出し て いけ る 可能 性 に 繋が る と 思う ん で す よ 。 な ん て 
言う か 軸 足 と し て 置い て お ける 安心 感 が サン ライ ズ に は ある の か も 
し れ ま せん 。 





高橋 民輔 


装甲 騎兵 ボトム ズ 2 サラ キ 





な ぜ 、「 ガ サラ キ 」 の デザ イン を 肝油 さん に 依頼 する こと に な っ た の で すか 


高橋 ビデ オ の 「 ガ リア ン 」 以降 、 出渕 さん と は 仕事 は し て な か っ た けど も 、 会 っ て 話し た りす る 機会 は 
あっ た ん で す 。 その 時 に 僕 が 話し た 企画 の 中 で 、 出渕 さん が 気に入っ て くれ て いた も の が あっ た ん で す 。 
実現 は し な か っ た ん で す が 、「 ガ サラ キ 」 を 作る こと に な っ て 、 そ の 企画 の 幾つ か を 取り 入れ て みた ん 
で す 。 そ の 段階 で 出渕 さん に デザ イン を お 願い し た いな と 僕 は 思っ て いた 。 出 渕 さ ん は 西洋 甲 責 に すご 
く 詳 し い 人 な ん で すけ ど 、 日 本 甲 表 に も 興味 が あっ て 、 僕 も 「 ガ サラ キ 」 の 中 に 、 日 本 的 な テイ スト を 
入れ た いと いう 考え が あっ た ん で す 。 だ か ら 、 出 渕 さ ん が 興味 の あっ た こと と 僕 が 「 ガ サラ キ 」 で や り 
た か っ た こと が 近かっ た と いう の が 、 お 願い する こと に な っ た 理由 で すね 。 





ロボ ッ ト の デザ イン に 関し て の ディ スカ ッ シ ョ ン は どう され て まし た か 。 


高橋 まず 、 ロ ボッ ト を 話 の な か で どう 使う か 、 世 界 観 か ら 考 える ん で す よ 。 「 ガ サラ キ 」 で 考え た こと 
は 、 今 の 世界 情勢 を 考え る と 地球 の 中 で も う 大 戦争 は 起こ せな い だ ろ う 。 ホ ント に 国 と 国 が 生き る が 死 
ぬか の 相撲 を と る な ら ば 、 結 局 核兵器 を 使わ な けれ ば いけ な い 。 冷戦 の 時 代 は そう で し た よね 。 で すけ 
ど 、 イ デオ ロ ギ ー の な く な っ た 今 で は 核兵器 は 使え な い 。 ま だ イデ オロ ギー が 強かっ た 時 代 の ベト ナム 
戦争 だ っ て 、 アメ リカ は 核兵器 を 使わ な か っ た 。 あの 戦争 は 軍事 的 に は 負け た と いわ れ て いる けれ ども 、 
核 を 何 発 か 落と せ ば カタ が つく わけ で し ょ う 。 そ れ が で き な い と いう こと は 世界 は 核 を 使え な い 時 代 に 
入っ て る 。 だ か ら 、 世 界 観 に お いて 現在 の 延長 線上 に ある 「 ガ サラ キ 」 で は 、TA と いう の は 戦場 で ガン 
ガン 戦う も の じゃ な い 。 市 街 に お いて の 暴動 も し く は テロ 、 小 紛争 に 対し て 一 番 機能 する 兵器 と し て 考 
えた ん で す よ ね 。 だ か ら 劇 中 で は 、TA は 暴動 の 鎮圧 に も 使用 し て ます よね 。 か と いっ て 、 ア レ を テロ 
側が 持つ の は 非常 に 難し い 。 製 造 は 絶対 で き な い し 、 奪 っ て き て も 、 メ ン テ ナ ンス や 指揮 車両 の 問題 で 
使え な い 。 結局 あれ は 体制 が 使う 紛争 解決 用 の 兵器 。 そ うい う 世 界 観 の 中 で の ロボ ッ ト の 位置 を 決め る 
ん で す 。 





そこ か ら 、 綱 か な 設定 を 作っ て いく わけ で すね 。 


高橋 そう で すね 。 今度 は それ を どう 使う か つっ て いう こと を 考え る 。 砂漠 で 使う ん だ っ た ら 地 満 り と か 
面白 いな と か ね 。 今 まで の 戦車 や 装甲 車 な どの 戦闘 ビー クル は 横 移 動 、 水 平 移動 は 出来 る ん だ けど 、 あ 
ん まり 縦 の 移動 が 出来 な い 。 戦場 を 立体 に する た め に は 地上 兵器 と 航空 兵器 が 必要 で し た よね 。 だ けど 、 
市 街 戦 で は 航空 兵器 と まで は いか な い 、 縦 に 動け る 物 が 必要 に な る と 考え た ん で す 。 そ うす る と TA は 
立体 を カバ ー で きる 兵器 に な る よう に し な いと いけ な い 。 そ の た め に は ワイ ヤー で 昇り 降り が で きる よ 
うに ギ ク を 入れ て くだ さい と また お 願い する 。 そ れ を 合わ せ て 統合 し て いく 。 それ に 対し て 今度 は 
出渕 さん が 機能 を 入れ て 、 自 分 の 趣味 の デザ イン 領 向 で それ が 可能 な よう に デザ イン し て も ら う 。 演出 
や 話 に 関わ る 重要 な 部 分 を 総合 し た と ころ で それ を デザ イン 的 に 成立 させ る の が 出渕 さん の 仕事 で し 
た 。 





「 ガ サラ キ 」 で は 箇 電 と いう 非常 に 日本 的 な も の が あり ます が 、 そ の コン セプト と いう の は 癌 橋 監 上 
の ほう か ら だ され た の で すか 。 


高橋 存在 は 僕 の ほう か ら 案 を 出し まし た が 、 デ ザイ ン 的 に は 出渕 さん で すね 。 そ れ は 「 ガ サラ キ ]」 の 設 
定 上 大 きい 所 が あっ て 、 さ っ き 言 っ た よう に 動力 の 伝達 制御 を 考え る と 二 足 歩行 は 難し い 。 で 、 人 工 筋 
肉 を 動力 と し て 考え た 。 そ の 人 工 筋肉 の 由来 が いわ ゆる 骨 殆 の 存在 に が か か わっ て くる ん で すね 。 そ の 人 骨 
吉 と いう の は どう いう も の な ん だ っ て いう 理論 武装 は 僕 が 大 ま か に し て 、 そ の 考証 を 野崎 ( 透 ) さ ん が 
し て 、 こう 存在 する ん だ っ て な っ た 時 に 出渕 さん が デザ イン に か か る 。 ЙЕМОЯОЯХ-2126>%. 
そこ に ロボ ッ ト の 原型 と も いえ る よう な デザ イン と 、 日 本 の よう な 、 ヨ ー ロ ッ パ 中 世 の よ うな テイ スト 
を 入れ て 、 デ ザイ ン し て も ら っ た 。 








購 洒 さん の デザ イン の 魅力 は どん な と ころ だ と 思い ます か 。. 


高橋 色気 …: だ と 思う ん で す よ 。 出渕 さん の ロボ ッ ト に は 出渕 さん し か 出せ な い 独 特 の 色気 が ある ん 
で す よ ね 。 別に 男女 の 色気 と いう わけ じゃ な いん だ けど 、 ど こ か し ら 、 色 気 が め る な と 感じ させ る 何 か 
が ある 。 そ れ は や っ ぱり 、 出 渕 さん の 存在 その も の か ら 出 て き て る ん じゃ な いか な あ 。 大 河原 (邦男 ) 
さん で いえ ば 、 大 河原 さん っ て すご く キ チン と し た 人 で デザ イン も 、 大 河原 さん の 中 で は 非常 に 合理 的 
に 出来 て る 。 デ ザイ ン を 生む 時 の 生活 と か スピ ー ド が 全部 大 河原 さん らし いん で す よ 。 出渕 さん の は や 
っ ば ぱり 生活 その も の が 出渕 さん らし いん で す よ 。 多少 合 理性 を 欠い て る と 思う ん で す よ 。 そ の 不 合理 な 
部 分 が 色気 で あり 魅力 な ん じゃ な いか な と 思い ます 。 


出 翌 さん 自身 の お 人 柄 を 端的 に 表す と どう いっ た 方 な ん で し ょ うか 。 
高橋 ある 意味 、 物 を 作る 人 と し て は 典型 的 な 人 な ん じゃ な いか な あ 。 いか に も 作り 手 ら し い 感 性 と か 


を 持っ て る な っ て 常々 感じ て いま す 。 だ か ら 、 あ る 意味 で は 非常 に 派手 な の が 好き な は ず な の に 、 あ る 
時 は も の すご く 人 を 恋し が っ た り 。 そ うい う 所 が 彼 の 魅力 な ん で し よう ね 。 





井上 幸一 


「 機 動 戦 士 ガ ンダ ム ZZ」 企画 制作 
現 ・ サ ン ラ イズ ガン ダム 事業 部 GーSAVIOQUR ブ プロ デュ ー サ ー 





最初 に 出渕 さん に お 会 いし た の は 何時 で すか 。 


井上 「 ダ イオ ー ジ ャ ] の 手伝い や っ て た 時 に 当時 設定 だ っ た うち の か み ざ ん (風間 洋 ) と 一 緒 に 行っ だ 
の が 初め て だ と 思い ます 。 僕 は その 後 「 ダ グラ ム 」 制作 姓 に 移さ て し まい まし た が 、 出渕 氏 は 『 ダ イオ ー 
ジャ 」 の 後 番組 の 「 ザ ブン グル 」 を や っ て いま し た か ら 、 僕 自身 は 彼 と の 仕事 は そん な に や う て い な いで 
すね 。 


その 後 の お 仕事 と いう の は 何 に な る ん で すか 。 


井上 当時 の 僕 は 企画 室 の 所 属 で し た か ら 、 様 々 な 企画 を 開発 する 作業 で 何 度 か 接近 英 遇 は し て いま す 。 
実際 に 番組 と な っ た 企画 で 言え ば 、 た し か 「ZZ ガ ンダ ム 」 だ っ た と 思い ます 。 その 前 の 作品 の 「Z ガ ン 
ダム 」 で は 出渕 氏 は 関わ っ て いな か っ た と 記憶 し て いま す が 、[Z」 か ら 「『ZZ』 に 切り 替わる と き に 、 デ ザ 
イナ ー の 一 人 と し て 参加 し て くれ て いま し た 。 メ イン デザ イナ ー は [アガ ンダ ム 」 を デザ イン し た 藤田 
(一 己 ) 氏 と お な じ く 伸 董 信 に 所 属し て いた 明 買 (美加 ) 氏 に 決ま っ た ん で す が 、 彼 は 膨大 な まで の TZZ] 
の デザ イン 作業 に か か りき り で 、 同 時 に 進め な けれ ば な ら な い 融 メカ の デザ イン 作業 の 時 間 が 、' ほ と ん 
ど と れ な か っ た ん で す 。 そ こ で 内 田 (健二 ) プロ デュ ー サ ー が 、 出 渕 氏 に 協力 を 要請 した と いう 経緯 だ 
っ た と 思い ます 。 出渕 氏 は この 依頼 を 快 庄 し て くれ た ん で す が 、。 そ の 彼 を 設定 制作 と し て フォ ロー する 
スタ ッ フ が 不足 し て いた ん で す 。 そ れ は 困っ た 、 と いう こと で 企画 室 の 方 か ら 今回 は お 助け と いい \ う こと 
で 、 僕 が し ば らく 彼 の 追い か け 役 を や っ た と いう わけ で す 。 や っ とも. 実際 の 製作 に る 頃 に は スタ ジ 
す オ の スタ ッ フ に バト ンタ ッ チ し て し まい まし た か ら 、 僕 が や っ て いた の は どく 初期 の 短期 間 だ け な ん で 
すけ ど ね 。 

その 後 は 、 「 逆 襲 の シャ ア 」 で 関わ る こと に な り ま す 。、。 ガ ンダ バ の 劇場 版 を や る よっ て いう 話 は 内 田 ブ 
ロ デ ュ ー サ ー か ら 聞 いて は いま し た が 、 その頃 も 僕 は 企画 室 に いて 別 の 作品 の 企画 を 進め て いま し た か 
傍観 者 を 決め 込ん で た ん で す 。。 そ し た ら 惑 る 日 突然 に "主役 の ガン ダム の デザ イン 案 を 1 週間 で な ん 
と か 作っ て くれ と いう 内 田 プ ブロ デ ュ ー サ ー か ら の 依頼 が 舞い 込ん だ ん で す 。 慌て て 企画 作業 に 拓 力 し て 
くれ て いた デザ イナ ー さ ん 運 を 総動員 し て 、 様 々 な アイ ディ ア や スケ ッ チ を 融合 し て 作り 上 げ て いっ だ 
ん で す 。 例 えば 足 の 甲 は 誰 さ ん の 案 と か フレ ー ム 周り は 誰 さ ん の デザ イン と か ね 。 や っ と こさ 出来 上 が 
つた ラフ スケ ッ チ を 渡し た 相手 が 出渕 氏 で し た 。 役 は その ラフ の 持っ て いる 様々 な 要素 を 、 彼 な り の テ . 
ザイ ン セ ンス と バラ ンス 感覚 で 、 上 手 に 決定 デザ イン へ と 昇華 し て くれ た ん で す 。 そう いっ た 意味 で 、 
や ガン ダム と いう MS は 、 コ ン セ ブ ト と ベー スワ ー ク を 担当 し た 当時 の サン ライ ズ 企 画 室 に 出入 り し て 
いた 若手 デザ イナ ー た ちと 、 既 に ベテラン と な っ で いた 出渕 氏 の 共同 作業 で 出来 上 が っ て いっ た デザ イ 
ン だ っ た ん で す 。 





















出 洋 さ ん の デザ イン の 殴 力 は どん な と ころ だ と 思い ます か 。 





井上 これ は あく まで 僕 個人 の 感覚 な ん で す . それ は た ぶん 「 ド ー ル 」 と 「 フ ィ ギ ュ ア 」 の 違い な ん じ 
ゃ な いか と 思っ て いま す 。 こ の こと 自体 、 最 近 シ ド ・ ミ ー ド さん か ら 教え て も ら っ た こと な です が 、 
英語 で は この 二 つ の 言葉 は 全く 意味 あい の 違う も の な の だ そう で す 。 ど うい う 意 味 か と いい ます と 、 
「 ド ー ル 」 と 呼ば れる も の は 見 る 人 に よっ て は 全く 違う イメ ー ジ を 投影 で きる 無 個性 な も の で ある の に 
対し 、「 フ ィ ギ ュ ア 」 と 呼ば れる も の は 何ら か の キャ ラク ター 性 (個性 ) が 投影 され て 作り 出さ れ た も の 
だ と いう こと な の で す 。 そ うい っ た 意味 で 、 出渕 氏 の 描く デザ イン は お そら く 「 フ ィ ギ ュ ア 」 で あり 、 更 
に 言え ば その キャ ラク ター 性 が 非常 に 強い デザ イン な ん だ と 思い ます 。 メ カニ カル デザ イナ ー と し て の 
彼 に は 怒ら れ ち ゃ うか も し れ ま せん けど 、 ホ ント に キャ ラク ター 性 を 持っ た デザ イン を 描け る 人 っ て 少 
な いと 感じ て いま すか ら 、 逆 に そこ こそ が 彼 の デザ イン の 最大 の 魅力 だ と 思い ます ね 。 彼 の 描く デザ イ 
ン に は 、 何 か 独特 な ムー ド が ある と 感じ て いる 人 は 多い と 思い ます が 、 デ ザイ ン に 組み 込ま れ た キャ ラ 
クタ ー 性 こそ が その 正体 の よう な 気 が し ます ね 。 だ か ら 、 例 えば 単に 「 冷 た い 西 洋風 の マス ク 」 の デザ 
イン を 依頼 され た と し て も 、 彼 の 場合 は その 仮面 の 由来 を は じ め と し た バッ ク ポ ー ン を 、 常 に あれ や こ 
れ や と 考え な が ら 描 いて いる ん じゃ あな いで し ょ うか 。 





人 間 と し て 出 洋 さ ん 自身 の 魅力 を 教え で くだ さい 。 


井上 人 間 と し て 正直 な 所 で すか ね 。 人 に 優し く て ウソ を つか な い 。 ああ いう 造形 デザ イン が 出来 ちゃ 
う の も 、 そ うだ か ら だ と 思い ます 。 そ れ と 、 正 直さ ゆえ に た ま に 出 る わが まま な と と ろ が 実は 魅力 的 だ 
つっ たり も し ます 。 イ イ 歳 を し た 男 が イイ 歳 を し た 男 の 事 を 魅力 的 と いう の も 変 で すけ ど ね 。 例 えば 喫 茶 
店 に 入っ た らち ゃ ん と そこ ら へ ん に いる イン テリ みた いな 仕 種 を し て る ん で す 。 で も 、 話 に 入り 込ん だ 
骨 間 に 、 今 まで 背筋 伸ばし て 仁 ん で た 人 が 突然 クッ と 屈み 込ん で 楽し そう に 話 始め ちゃ うん で す 。 そう 
いう 状況 っ て 人 に よっ て は 恥ず か し いと 思っ て 、 言 い 訳 が まし く 説 明 す る 人 も いま すず よね 。 で も 彼 の 場 
合 は 全然 繕 わな い 、 楽 し いん だ か ら イ イ じ ゃ な いっ て 割り 切っ て る 。 も の すご く 論理 が 単純 に な っ て し 
まう 瞬間 っ て いう の が どう し て も あっ て 、 そ うな っ た と き に 体裁 を 取り 繕 わな い 、 そ ご が 逆 に ああ ウソ 
つけ な い 人 な ん だ な っ て 思う 時 で すね 。 た ぶん 気持 ち が 若い ん で す よ 。 出 洋 裕 っ て どん な 人 間 か と 言わ 
れれ ば 、 そ ん な 感じ で すか ね 。 








АКА TZUBUCHI 


(ТЫСЫ WORKS REALISTIC MECHANICS 
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ЖЕГІШ 


「 機 動 戦士 ガン ダム O080 ポケ ッ ト の 中 の 戦争 」 
現 ・ サ ン ラ イズ ガン ダム 事業 部 企画 制作 デス ク 


「0080」 で 出 潤 さ ん に お 願い し た 経緯 を 教え て くだ さい 。 
堀口 [OO80」 は サン ライ ズ と し て は 初め て の ガン ダム の OVA だ っ た ん で す が 、 制作 
する に あたっ て 、 旧 来 の ガン ダム スタ ッ フ で は な く 、 出 油 さ ん や 美樹 本 (晴彦 ) さん と 
いっ た いろ ん な 新しい スタ ッ フ を 入れ て いく っ て いう と ころ で プロ デュ ー サ ー が セレ ク 
ト し た と 思い ます 。 プロデュ ー サ ー が 「 逆 朋 の シャ ア 」 を プロ デュ ー ス し て た 内 田 ( 健 
二 ) さん な ん で 、 そ の 繋が り も あっ た か も し れ ま せん ね 。 中 で も 、 出 洋 さ ん に は 企画 の 
最初 の 段階 か ら 加 わっ て いた だ いて 、 現 実 的 な デザ イン だ け で な く て 、 ガ ンダ ム と し て 
の 映像 の 見 せ 方 で ある る と か 、 そ うい う も の の アイ デア ラフ を 結構 頂い て る ん で す よ 。 コ 
ン テ で ハッ チ と か 開い た 時 に どん な 風 に な る か と か 、 監 督 の 高山 (文彦) さん の 考え を 
僕 が 出渕 さん に 伝え て 意見 を も ら う 。 そ うい う 形 で 「0080」 の メカ 戦闘 シー ン に 関し 
て は 、 出渕 さん と 高山 さん の 間 で ほとん ど 決ま っ て いる と いう 感じ で し た ね 。 他 に も キ 
ャ ラク ター デザ イン で も か な り 協 力 し て も ら っ て いま し た 。 キ ャ ラク ター デザ イン の 美 
樹 本 さん が 軍 の 服装 関係 っ て いう の は さほど 詳し く な いで すか ら 、 そ うい っ た 知識 の 豊 
富 な 出渕 さん が 重 服 の ラフ デザ イン を し て 、 美 樹 本 さん が 参考 に し て 完成 し て いく と い 
う 形 で 作業 し て いっ た と 思い ます 。 他 に も 出渕 さ ん は スト ー リ ー ラ イン や プロット 構 成 
の 段階 で も 意見 を 出さ れ て いて 、 高 山 さん は 出渕 さん を すご く 信 頼 し て まし た か ら 、 ほ 
と ん ど 採 用 し て いま すね 。 
堺 日 さん と 出 潤 さ ん と の や り と り の 中 で どん な こと が あり まし た か 。 

堀口 あの まあ 、 時 効 だ と 思う ん で 言い ます けど ね 。 スケ ジュ ー ル が 押し て き て た 頃 に 、 
宇 軸 空間 で モビ ルス ー ツ が 何 機 か 出 て くる っ て いう ちょ っ と し が あっ て 、 そ こ 
に は ザク と ドム と ゲル ググ が 登場 する 予定 だ っ た ん で す 。 出渕 さ ん も お 忙し く て 、 な か 
な か 設定 が 出来 な か っ た 頃 な ん で 、 高 山 さ ん は デザ イン が 上 が ら な いん だ っ た ら 、 も う 
ザク だ け で イイ や と いう 話 だ っ た ん で す 。 で も 、 ガ ンダ ム 、 ジ ム 、 ガ ン キ ャ ノン と 出渕 
さん の デザ イン を 見 て いく と 、 や っ ぱり 出渕 さん の 描い た ドム と ゲル ググ も 見 て みた い 
つて いう の が 僕 の な か で すご く あ っ て で すね 。[ 高 山 さ ん が どう し て も ゲル ググ と ドム 
を 必要 と し て いる の で 、 絶 対 に 描い て くれ 」 と 嘘 を つい て 描い て も ら っ た ん で す よ 。 今 
だ か ら 暴 吉 す る と 、 僕 が 見 た い が ゆ え に 発 注 し た デザ イン は 他 に も か な りあ る ん で す . 
トロ イ ホ ー ス も 後ろ 姿 で カット くら いし か 出 て な いん で す よね 。 で も 2 カッ ト で も や 
つっ ぱり ある と な いと じゃ 違う し 、 フ ァ ン と し て は 嬉し いじ ゃ な いで すか 。 高山 さん は 問 

















に 合わ な いん だ っ た らい ら な いと 言う ん で すけ ど 、「 や っ ぱり コレ は いる ん じゃ な いで 
すか ?」 と か 言っ て 発注 し て いく ん で す よ 。 出渕 さん も し ば らく し て お か し いと 思っ た 
らし く て 、「 ホ ント に コレ いる の 」 と 聞い て きま し た けど 、「 そ れ は 監督 が ぜひ 欲し いっ 
て 言っ て ます 」 と 嘘 を つい て 発注 し た ん で す 。 そ うい う 感 じ で 、 ほ ん の ちょ っ と し か 出 
て こない の に いっ ぱい 発注 し て 、 気 が つく と 早 大 な 設定 量 に な っ て た ん で す よ 。 い ま 思 
えば よく 上 が っ た な あっ て 感じ が し ます よね 。 

電 油 デザ イン の 難 カ は どん な と ころ だ と 思い ます か 。 
堀口 完全 に 私 の 私 見 に な る ん で す が 、 出 洋 さ ん の デザ イン っ て 、 ド ム に し て も 何 に し 
て も 、 確 実に マス が あっ て ブロ ッ ク が ある の に 、 ラ イン の つなが り と し て は 柔らか いん 
で す よ ね 。 そ れ と 、 そ の キャ ラク ター 性 を すご く 分 か っ て いて 、 ザ ク は ザク で ドッ シリ 
鈍重 な 感じ 、 そ れ に 対し て ドム は より 厚く な っ た 感じ は ある けど 、 す ご く シ ャ ー プ な 感 
じ 。 ケ ンプ ファ ー な ん か は 体 の 構成 も 他 の モビ ルス ー ツ と 全然 違う し 、 オ リ ジ ナ ル の 個 
性 を 持っ て ます よね 。 こ れ が 上 が っ て さき た 時 は 、 す ご く 感動 し まし た ね 。 そ れ に デザ イ 
ン を 見 れ ば わか る と 思い ます けど 、 仕 事 で 手 を 抜か な い 方 で すね 。 あ る 時 、 夜 中 の 1 時 
に スタ ジオ に 出 潤 さ ん か ら 連 絡 が あっ て 、 サ ッ カ ー の 本 が 欲し いっ て 言っ て きた ん で す 。 
今 と 違っ て 深夜 も や や っ て いる 本 屋 な ん て な いで すか ら 、 い ろ ん な 所 駆け 回 っ て 、 や っ と 
見 つけ て 持っ て いっ た ん で す よ 。 そ し て 、 何 に 使う の か と 聞い た ら 、 サ ッ カ ー ポ ボー ル の 
面 構成 が 知り た か っ た と いう ん で す 。 ア レッ クス の コク ピッ ト の 全 包 囲 モニ ター の 面 構 
成 と し て 参考 に し た いと いう こと だ っ た ん で す 。「Z」 の モニ ター は 全面 が ー つ に な っ て 
いる 物 な ん で す が 、 そ の 過渡 期 に あたる アレ ックス は 複数 の : ー が 組み 合わ され て 
いる の で は な いか と 、 そ うい う 下 細 な 点 で も 手 を 抜か な いし 、 線 1 本 1 本 の 構成 に も 非 
常に スキ が な いと いう か 較 密 で す よ ね 。 こ れ っ て いう の は 作品 ご と に モチ ベー ショ ン を 
高め て 描い て くれ る の で 、 い い 物 に な る ん だ と 思い ます 。 た だ 、 そ の モチ ベー ショ ン と 
いう も の を 上 げ る の に 時 間 が か か る か ら 、 必然 的 に 出来 る の が 遅く な っ て し まう 。 で も 、 
頼ん だ 以上 は いい も の が 上 が っ て くる っ て いう の は わか っ て ます か ら 、 安 心して お 願い 
で きる し 、 頼み 甲斐 の ある 方 で すね 。 

肌 油 さん と は どう いう 方 で すか 。 
堀口 優し い 人 な ん だ な っ て いう の は 感じ ます ね 。「[O080」 の 時 に 、 若 気 の い た り で 、 
出 潤 さ ん と 喧嘩 を し て し まっ た こと が あっ た ん で す 。 当時 すでに 大 御所 だ っ た 出渕 さん 
に 対し て 、 た だ の 新人 制作 進行 が 喧嘩 を 売っ た ん で す よ 。 大 変 な こと を し て し まっ た と 
思っ て 、 次 の 日 に 恐る 恐る 謝罪 の 電話 を か けた ん で す 。 す る と 、「 い や あれ は 僕 も 悪 か 
つた よ 」 と 言っ て くれ た ん で す 。 そ の 時 すご く ホ ッ と し まし た ね 。 土壇場 で すご く 優し 
い 人 な ん で す よ 。 出 滴 さ ん が 友人 が 多く て 、 慕 つっ て いる 人 も 多い と いう の は そう いう 所 
か らき て る ん じゃ な いで すか ね 。 そ し て 、 作 品 を 理解 し て デザ イン し て くれ る 。 出渕 さ 
ん の 場合 、 作 品 を ちゃ ん と 見 て いて 、 こ の 作品 な ら デ ザイ ン は こう だ ろ 、 こ の 作品 な ら 
こう だ ろ と 考え て くだ さる の で 、 あ り が た いで すね 。 














宮田 周治 


「 機 動 戦士 ガン ダム 逆襲 の シャ ア 」 設定 制作 
現 ・ ス タ ジ オ ガゼル 制作 





出 測 さ ん が 「 遂 艇 の シャ ア 」 の メカ デザ イン に な っ た 経緯 は どん な も の : 
宮田 あの 時 は た し か オー ディ ショ ン が あっ た と 思う ん で す よ 。 最初 に 誰 
こと に は な っ て た ん で す が 、 い ろ い ろ あ っ て それ が ダメ に な っ て 、 オ ー デ ィ シ ョ ン を する こ 
と に な っ た ん で す 。 オーディション に は 数 人 の デザ イナ ー に 参加 し て も ら っ た と 思い ます . 
その 中 に 出 滑 さん が 居 た か どう か は あま り 覚 えて な いん で す が 、 富 野 ( 由 公 季 ) さん と し て 
は 、 これ は 当時 の 僕 の 印象 で す が 、 「Z] か ら の デザ イン の 流れ を 一 度 切る 方 向 だ っ た ん で す 
よ 。 あ の 時 代 の 流れ か らし て 、 究極 に いく か 、 逆 行 する か な ん で す 。 そ うす る と 、「ZZ」 が 究 
極 の 方 に 向かっ て いた の で 、 シ ンプ ブル な ガン ダム を 現代 風 に アレ ンジ し た も の で いこ うと い 
うこ と に な っ て いた ん で す 。 で も 上 が っ て きた デザ イン は 、 み ん な [Z」 系 の デザ イン で 上 げ 
て きた ん で す 。 そ こ で 出 滑 さ ん だ け は 感じ が 違っ て た ん じゃ な いで し ょ うか 。 富野 さん の イ 
メー ジ に 近い も の が あっ た ん じゃ な いか と 思い ます . 

最初 に 測 油 さん か ら 上 が っ て きた も の に 対し て 兆 野 臣 叔 は どう いう コメ ント を され て い 

まし た か 。 
ЕШ 確か ダメ っ て 言っ た と 思い ます 。 富野 さん 自身 が わり と コメ ント し な い 方 な ん で す よ 
必ず 何 か 考 え を 持っ て る 人 な ん で す が 、 そ れ を 出さ な い 方 な ん で す 。 最 初 に 言葉 で 伝え て 、 
それ に 対し て デザ イナ ー が 描い て 、 上 が っ た も の に 対し て OK で あれ ば それ で イイ し 、 ダ メ 
な も の は ダメ と 言っ て それ で や り 直 し 、 そ うい う 事 が 多い 方 で し た 。 それ で 、 じ ゃ あ 、 多 分 
これ が ダメ な ん じゃ な いか 、 こ うし た 方 が イイ ん じゃ な いか と デザ イン を 詰め て いっ て 、 こ 
うい う カ タチ に 変わ つっ て いっ た ん で す 。 そ ん な 進み 方 だ っ た ん で 、 普 通 の パタ ー ン だ と 、 全 
体 の シル エッ ト を 作っ て か ら 、 コ ン テ で 演技 させ る ん で す いう 演技 を させ た いと 決 
め て か ら 、 形 を 作っ て いく と いう 逆 の 流れ だ っ た ん で す 。 最終 的 な ガン ダム の シル エッ ト を 
決め る の に 相当 時 間 が か か り まし た 。 他 の モビ ルス ー ツ の デザ イン に 関し て は 、 わ り と スム 
ー ズ に 、 そん な に 時 間 は か か ら な か っ た ん で す が 、 ガン ダム は や は り 時 間 を か け て いま し た 。 
現場 作業 と し て は 、 ま あ ラ フ が ある ん で 、 な ん と か レイ アウ ト は それ で 進め まし た が 。 あ の 
作品 の 場合 、 ガ ンダ ム 自 体 が 本 格 的 に 出 て くる の は 後半 だ っ た の で 助かっ て まし た 

設定 制作 で 苦労 な され た 点 は あり ます か ? 

ЕШ 当時 、 僕 は サン ライ ズ に 入っ て 1 年 目 の 新人 だ っ た ん で す 。 普通 な ら 制作 進行 を や っ 
て 設定 と ステ ッ プ を 踏ん で いく の を 、 い き な り ガン ダム の 設定 や っ て くれ っ て 言わ れ た ん で 
す よ 。 制作 体制 っ て いう の を あま り 理解 し て いな いわ け で す よ ね 。 で すか ら そ の 時 代 っ て い 



































う の は 、 あ まり に 一 生 懸 命 や っ て て あま り 覚 えて な いと いう と ころ が 相当 ある 。 設定 関係 は 
僕 と 、 ブ プロ デュ ー サ ー の 内 田 (健二 ) さん や 企画 室 の 井上 (幸一 ) さん と か が 絡ん で いた と 思 
いま す よ 。 だ か ら ア イデ ア 自 体 は こち ら が 作っ て 富野 さん が 出来 た も の に 何 か 言う と いう 形 
で 進め て いさ まし た ね 。 あ る 程度 、 富 野 さん が コン テ を 描き を ながら シ ナリ オ 描い て る ん で ア 
イデ ア は 出し や すか っ た ん で すね 。 問題 は ファ ン ネル だ っ た ん で す よね 。 ガ ンダ ム に ファ ン 
ネル を 乗せ る と いう の は も う シ ナリ オ 上 で あっ た ん で すけ ど 、 デ ザイ ン を どう する か と いう 
の で 時 間 が か か っ た 。 確か 井上 さん な り 誰か が 意見 を 出し て いた と 思う ん で 、 多 分 出渕 さん 
が 考え た こと で は な いん じゃ な いか な と 。 

出 届 さん の デザ イン の 魅力 は どん な と ころ だ と 思い ます か 。 
宮田 出 潤 さん は ー つ ー つ に テン ショ ン 上 げ て 、 一 気 に 描 き 上 げ て る と いう 描き 方 だ と 思う 
ん で す 。 ラ フ で OK が 出 て クリ ー ン ナッ プ す る まで の 作業 が 、 何 日 も か け て 仕上 げ る ん じゃ 
な く て 、 一 気 に 描 く タ イプ な ん じゃ な いか な あと 。 で すか ら 、 上 が っ て きた 物 は 全体 的 に 勢 
い が あ る 生き た 絵 に な っ て る と 思う ん で す よ 。 性 格 は わり と お っ と り し て る 方 な ん で す が 、 
その 性 格 と は 違う 飼 力 ある 絵 が 上 が っ て る 感じ の 印象 は すご く 受 け ま し た ね 。 

あと アニ メ に し た と き 動 か し や すい と いう の が あり ます ね 。 レ ガン ダム に 関し て も 、 ち ゃ 
ん と 各部 分 が 稼働 する よう に 考え られ て る デザ イン な ん で ね 。 アニ メー ター に も よる ん で す 
が 、 メ カ を 描か れる アニ メー ター だ と 、 バ ッ と デザ イン 見 た 時 に これ 足 曲がら な いよ 、 と か 
歩け な いよ と か っ て 言う ん で す が 、 そ うい うこ と が あま り 無かっ た 。 

漠 澤 さん と は どう いう 方 で すか 。 
宮田 初対面 あま り 印象 が な いん で す よ 。 優し い 方 だ っ た 気 は し ます 。 威圧 的 で も な く 。 
付き 合い や すい 方 だ っ た 気 は し ます けど 。 ま あ 、 覚 えて る の は 家 が 適 か っ た こと で すか ね 。 
当時 まだ 環 線 が な か っ た 時 代 な ん で 、 や っ ぱ 渋 滑 す る ん で す よね 。 それ を だ いさ 時 間 か か っ 
て 行っ て 、 コ レ な ら も う 上 が っ て る だ ろう と 思っ て 行っ て 、 僕 も 設定 だ け や っ て た わけ じゃ 
な く て 、 現 場 の 方 も ちょ っ と や っ て た ん で すけ ど 、 ち ょ っ と 行っ て 帰っ て くる だ けっ て 思っ 
て た ら 、 ま だ で き て な く て 待た され た り 、 そ れ だ け で すね 、 よ く 覚 えて る の は 。 出渕 さん の 
所 で 待っ て る 時 は 何 に も し て な いん で す よ 。 待つ と は 思っ て な い の で 、 本 と か も 持っ て な い 
し 。 だから と いっ て 話し な が ら や る の も 悪い じゃ な いで すか 。 だ か ら ホン ト に 待っ て る し か 
な く て 。 向こう が 何 か 喋っ た 時 に こっ ち も 答 える と 。 世間 話 を 出 洋 さん が 始め て も 、 な か な 
か 続か な いじ ゃ な いで すか 。 する と また 黙っ て 黙々 と 。 そ の 時 は きつ か っ た で すね 。 だから 
行っ て みる と 、 す で に 上 が っ て いた 時 は ホン ト に 嬉し か っ た で す よ 。 で も 、 最 近 の デザ イナ 
ー の 方 々 を 見 て る と 、 ま だ 可愛 い ほ うだ な と 思い ます けど も 。 基 本 的 に メカ を 描く 方 っ て い 
う の は 、 ま あ 異 様 に 早い 人 も いま すけ ど 、 僕 が 会 っ た メカ を 描か れる 方 は みん な 遅い で す 。 
出 滴 さ ん は 行っ た その 日 に 上 が る か ら ま だ イイ の か も し ん な いで すけ ど 。 ズ ルズ ル と 何 日 も 
引 つ 張 る 方 は いま すん で 。 出 滴 さ ん は 監 夫 を し て いれ ば まあ 、 大 丈夫 な ん で ( 笑 )。 その 辺 
で 苦労 し た 記憶 は な いで すね 。 
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電 測 きん と 初め て お 関わ り に な っ た の は 何で すか 。 
за 最初 に 出 洋 に お 会 いし た の は 「 ガ リア ン 」 の ビデ オ の 時 だ っ た と 思い ます 。 СЪБ 
の 頃 、 設 定 を や っ て いた わけ じゃ な く 、 制作 進行 と し て 作品 に 関わ っ て た だ け な ん で 、 
行っ た と し て も 原稿 の 回 収 に 伺う くら いで すか ら 、 柴 が り と いう の は ほとん ど な か っ た 
で すか ら 、 お 仕事 を ご 一 緒 し た の は 2 度目 で す が 、「 貫 秦 ] で 正式 に 繋が り を も っ た と い 
う 感 じ で すね 。 で も 、 出 渕 さん は 僕 の こと 覚え て て 下さ っ て いた ん で す よ 。 

「 購 突 」 で 、 肌 測 さ ん は どこ まで 制作 に 関わ っ て いた ん で すか 。 
ЕН 最初 の 企画 段階 で は 私 は 参加 し て いな く て 、1 巻 目 を 制作 し て いる 時 か ら の 途中 
参加 な ん で す 。 私 が 来 た 時 に は 出渕 さん が デザ イン ワー クス を する と いう こと は 決ま っ 
て いま し た ね 。 出 洋 さ ん に は デザ イン ワー クス と し て か な り の 部 分 で 参加 し て いた だ い 
て いま す 。AT に 関し て は 何 枚 も ラフ 描い て いた だ いた の を 元 に 、 最 終 的 に は 大 河原 ( 邦 
男 ) さん に まとめ て いた だ いた ん で すけ ど 、 そ の 中 に も も ちろ ん 出 滑 さ ん の デザ イン は 
生か され て いる し 、 全 体 の 世界 観 の デザ イン も お 願い し て いま す 。 小 物 や 服 、 背 景 な ど 
と いっ た ペー ス と な る も の は 全部 お 願い し た と 思い ます 。 特 に 服装 で すね 。 多 分 これ が 
発注 し た も の で 一 番 最初 だ と 思い ます 。 キ ャ ラ 自 身 は 、 塩 山 (紀生 ) さん の イメ 
合わ せ て ます けど 。 ペ ー ス は も う 出 滑 さ ん の アイ デア が か な り 入っ て ます ね 。 演 出 面 で 
も 、 出 渕 さん は 「 こ ん な の どう ?」 っ て アイ デア 出さ れ ま すん で 。 そ の 時 の 演出 の 面々 
と 相談 し て 、 出 潤 さ ん の アイ デア を 結構 取り 入れ て いた と 思い ます . 

肌 測 さん と の や り と り の な か で 、 何 か 印象 的 な こと は あり まし た か 。 
ЖЕН テレ ビ か ら ず っ と や っ て る 大 河原 さん の デザ イン は や っ ぱり [ボトムズ] の 世界 観 
の 根元 に ある ん で す よ 。 メ カ に 関し て は 特に 。 出 洋 さ ん の 仕事 は 、 そ こ を どこ まで 今回 
の 作品 用 に する か っ て いう こと な ん で す 。 あ まり は み 出 ちゃ いけ な いけ ど 、 全 く は み 出 
な いわ け に も いか な い 。 そ こ で 多分 いろ いろ 悩ま れ た と 思い ます 。 スコ ー プ ドッ ク と か 
は 、 す ご く 決 まっ た 方 向 性 が あっ て 、 入 りこ お む 余 地 が 少な いん で す よ ね 。 大 河原 さん の 
ライ ン を 継承 し つつ 、 そ こ に 自分 の テイ スト を 入れ て いく の は 大 変 な 作業 だ っ た と 思い 
ます 。 表立っ て そう いう 様子 を 見 せる 方 じゃ な いで す が 、 最終 的 な デザ イン に 至る まで 、 
いろ いろ と 迷わ れ て いた ん じゃ な いで すか ね 。 











AslZUBUCHI 


区 BiGN WORKS REALISTIC MECHANICS 


メカ 以外 で の デザ イン に 関し て 、 安 鞭 さ ん が 気づい た こと は あり ます か 
ЕН 服 帥 デザ イン の 方 は お 好き な よう で 、 結構 楽 し ん で いた みた いで す よ 。 よ く 回 収 
に 行く と 、 フ ァ ッ ショ ン 関 係 の テレ ビ 番組 と か が 流れ て いる ん で す 。 か な り 興 味 を も た 
れ て 見 て らっし ゃ る みた いで 、 そ うい う の も 音 か ら よ く 勉 強 な さっ た よう で すね 。 扇 書 
ほ メ カ デ ザイ ナー に な っ て いる けど 、 こ うい う の 考 える の 好き な ん だ よね と お っ し ゃ っ 
て た 記憶 が あり ます 。 で すか ら 、 そ れ 以降 も いろ ん な 作品 で 服飾 の デザ イン と か いろ い 
ろ や られ て いま す よね 。 「 圧 交 」 の 場合 は 、 も と も と の 設定 が あり ます ん で それ を アレ ン 
ジ し て いく 作業 に な る ん で す が 、 デ ィ テ ィ ー ル や 細か い 部 分 を いじ っ て いる 。 そ こ に ご 
自身 の こだわ り を 盛り 込ん で いっ た と 思い ます 。 で すか ら 、 デ ザイ ン 画 に 書き 込み が 多 
か っ た で すね 。 こ こま で た くさ ん 書く 人 っ て 珍し いで す よ 。 ど うし て も ここ は 入れ て ほ 
し いと か ね 。 直接 演出 と デザ イナ ー の 出渕 さん が お 話す る っ て いう の は 、 電 話 で は や っ 
て まし た けど 、 ス ケ ジ ュー ル や 距離 の 問題 で 難し か っ た 。 それ で 、 説 明 し た いこ と は 全 
部 書き 込ん で いっ た ん だ と 思い ます 

電 油 デザ イン の 特 微 と は どん な と ころ だ と 思わ れ ま すか 。 
ЕН この 作品 を 通し て 見 る 感じ で は どう だ ろう な あ 。 中 世 的 で スマ ー ト な 感じ し 。 ホン 
ト は 中 世 っ て スマ ー ト じゃ な いじ ゃ な いで すか 。 それ を スマ ー ト に 見 せ て くれ る っ て い 
う イ メー ジ は ある 。 古めかしい と いう か 斑 厳 な 中 に も 、 ス マー ト な 感じ を 残し て いる , 
大 河原 さん と は また 違う 傾向 で す よ ね 。 大 河原 さん の は メカ ロボ ッ ト っ て 感じ が し ます 
けど 、 出 潤 さ ん の は また 違っ て いま すね 

肌 油 さん と は どう いう 方 で すか 。 
ЕН 印象 と し て は 気さく な 人 で し た よ 。 ち ょ っ と そこ 座っ て て よっ て 。 も うち ょ っ と 
だ か ら 待っ て て よっ て 。 そ ん な 感じ で 気さく だ っ た 。 そ し て 座っ て いる と 、 こ ちら に 療 
見 を 求め 、 こ うし た ほう が いい と 言う と 、 取 り 入 れ て くれ る 。 い ろ い ろ と 細か いと ころ 
まで 描い て いた だ いて 。 演出 側 か ら の 相談 が あっ て も 、 あ あ そ う ね 、 っ て 聞い て いた だ 
いて 出し て くれ る 。 ま あ 、 そ ん な に 大 き な 直 し が あっ た っ て いう わけ じゃ な か っ た っ て 
いう の も ある ん で し ょ うけ ど 。 柔軟 に 対応 の で きる 方 だ な と 思い まし た ね 。 で も 中 に は 
こだわ っ て 作っ た 部 分 と いう の が あっ て 、 特 に 世界 観 に 関わ る 部 分 で すね 。 昔 の 設定 か 
ら ひ っ ぱっ て き て 、 こ れ を 使 お うと 思う と 言っ た ら 、 そ れ は ちょ っ と 、 つ て 世界 観 的 に 
こっ ち に し ちゃ お うと か ね 。 そ れ な ら 俺 が 描く か ら 、 ち ょ っ と 待っ て て と 言わ れ た こと 
も あり まし た 。 他 の 仕事 で は どう か わか り ま せん が 、 僕 の 知っ て いる 限り 、 サ ン ラ イズ 
作品 で 、 こ こま で ドッ プリ と 浸かっ て 仕事 し て も ら っ た の は 初め て な ん じゃ な いか な あ 
と 思い ます 。 僕 も そう いう の を 見 て いて 面白 か っ た し 、 仕 事 に 対す る 姿勢 や 人 柄 を 含め 
て 、 ま た 仕事 を 一 緒 に し た いな と 思わ せる 人 で すね 。 
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有 油 さん に デザ イン を お 願い され た 経 紳 を 数 えて くだ さい 。 

ФШ 僕 は 出 渕 さん と は 個人 的 に いろ いろ お 付き 合い させ て も ら っ て いま すけ ど 、 一 緒 
に お 仕事 し た の は 「 ガ サラ キ 」 が 初め て だ っ た ん で す 。 [MS ERA] と いう 本 の 製作 を 協力 
し て も ら っ て 以来 で すね 。 「 ア ニ メ の 仕事 と し て は 、 初 め て じゃ ん 」 っ て いう 話 を 『 ガ サラ 
キ 」 の 最初 の 頃 に し た 覚え が あり ます ね 。 

まず 、「 ガ サラ キ 」 と いう 話 は 、 現在 の も の と は 大 分 違っ て まし て 、 最初 の 段階 で は TA 
と いう の は 出 て こ な か っ た ん で す よ 。 骨 寂 が 何 種類 か 出 て き て 、 骨 更 同 士 が 戦う と いう 
話 だ っ た ん で す 。 甲 夫 で あり な が ら 多 少 生物 的 な と ころ も 持っ た 0 骨 現 を 描け る の は 出渕 
さん し か いな いん じゃ な いか な 、 と いう こと で お 願い し まし た 。 そこ で 、 出渕 さん に お 
願い する の だ っ た ら 、 メ カニ ッ ク デ ザイ ナー と いう より は 、 他 の メカ デザ イナ ー の コー 
ディ ネイ ト ま で お 願い し た ら ど うか と 意見 が あっ た ん で す 。 出渕 さん の デザ イナ ー を 選 
定 する 目 は 確か だ し 、 最 終 的 な 統括 を 出 洋 さん が や っ て くれ れ ば 問題 は な い だ ろう と 判 
断 し た ん で す 。 そ こ で 、 全 メカ デザ イン の 統括 と デザ イナ ー の 選定 を 出 滑 さん に お 願い 
し 、 出 測 さ ん が 声 を か けた の が 荒巻 ( 伸 志 ) さん と 大 畑 ( 晃 一) さん と いう わけ で す 。 あと 
スト ー リ ー を 需 詰 め る に あたっ て 、 そ の スト ー リ ー に 結ん で くる メカ と の 関わ り 方 の ア 
イデ ア も 出渕 さん か ら 出 し て も ら っ て いま す 。 デ ィ テ ィ ー ル の 部 分 と か で は か な り ア イ 
デア を いた だ きま し た 。 最 初 は ホン ト に TA チー ム く らい し か こち ら で は 考え て な く て . 
それ な 自衛 隊 に し た ほう が イイ ん じゃ な いか と か 、 名 称 は 特殊 自衛 隊 に し よう と か 、 そ 
うい う 部 分 は 出 洋 さん の 方 か ら の アイ デア だ っ た と 記憶 し て いま す 

只 体 前 に メカ アザ イン で は 、 ど の よう な や り と り が あり まし た か . 

中 山 ほぼ 、 作 業 に 関し て は 問題 な く 進 ん で いき まし た ね 。TA の スタ イリ ング は も ちろ 
ん デザ イン され て ます し 、 細 か い ギ ミッ ク と いう か 、 背 中 に バッ テリ ー バ ッ ク を し ょ っ 
て いて 中 に 入っ て る 人 間 は こん な カタ チ で 、 っ て いう の は 出渕 さ ん と か 、 脚本 の 野崎 ( 遂 
さん と か が アイ デア を 出し 、 そ れ を ミッ クス し て 作っ て いき まし た 。 (高橋) 良輔 さん か 
ら は ロボ ポット に 関し て は そん な に 細か い 注 文 は な か っ た で す 。 あ ん まり 大 きく な く て 建 
物 に 入る サイ ズ で どう し て も アル ム ブ ラス ト と いう ヤツ で 地面 に 潜り た いっ て いう の が 
良輔 さん の 方 か ら あ っ た ん で 、 そ れ さ え 満た し て くれ れ ば っ て 感じ で | 最初 は 良輔 
さん の 代表 作 で ある 「 ボ トム ズ !」 の AT みた いな イメ ー ジ で いこ うか 、 ど うし よう か 迷っ て 


















いた ん で す が 、 出 油 さ ん に あげ て いた だ いた TA の 繊細 な デザ イン を 見 た 時 点 で 「 ガ サラ 
キ 」 と いう 作品 の スタ イル が 出来 た 気 が し まし た ね 。TA の 軽快 な 動き 、- 歩 き 方 な ん か は 
出 油 さ ん の デ サ イ ン に 刺激 され て 、 ス タッ フ が 作っ て いっ た も の な ん で す よ 

出 潤 デザ イン の 魅力 と は 何だ と 考え られ ます か 。 
中 山 大 河原 (邦男 ) さ ん の デザ イン と 出渕 さん の デザ イン は 同じ リア ル メカ で も 違う ラ 
イン で す よ ね 。 大 河原 さん に は 重厚 な 鉄 と いう か 骨 つ で ていう イ メー ジ が あり ます けど 
出 油 さん の デザ イン は 静 で ある と か 琶 豚 で ある と いう 方 が 似合い ます ね 。 出渕 ざん の 描 
く メ カ っ て 手 、 指 が 細い ん で す よ 。 大 河原 さん が 描か れる の は 労働 者 の 盾 と いう が 医 、 
く カ 強く て 、 出 光 さ ん の は ず ご く 優し い 手 と いう か 、 華 用 な 手 を 描か れる な っ で て 恩 い まま 
すね 。 こ れ は お 好き な お 愛 居 の 影響 で し ょ う ね 。 僕 も お 愛 居 が 好き で 出渕 さん と よく 上 晃 
に 行く ん で すけ ど 計 文 楽 や 浄瑠璃 と か を すご く 勉 強 さ れ て いる ん で す 。 サ ン ラ イズ 作品 
じゃ な いん で す が 、 訪 NN レイ バー」 で 零 式 っ て いう の が あっ た で し ょ う 。 アレ の 手 が ビ 
ュ ッ と 伸び る の と か が 、 舌 式 の 顔 が バカ ッ と 開く と か そう いっ た ギミック と いう の は 浄 瑠 
璃 で 使わ れる も の な ん で きず 。 そ ん な テイ スト を メカ デザ イン に 持ち 込め る の は デザ イナ 
ー の 中 で は 出渕 さん 視 け か な 、 っ て いう 気 が し ます ね 。 メ カ と いう より メカ キャ ラク タ 
ー を デザ イン し て いる か ら そ うい うこ と が 考え られ る どい う 気 が し ます ね 。 出渕 さん は 
メカ の みな ら ず 、 制服 デザ イン や キャ ラク ター デザ イン も で きる 帽 の 広い クリ エイ ター 
さん で す よ ね 。 「 ガ サラ キ 』 の 作業 と いう の は そん な 出 測 ざ ん に メカ の 部 分 を メイ ン に 
置き な が ら 他 の いろ ん な 引き 出し を 貸し て くだ さい っ て お 願い し た と いう こと だ っ た か 
な っ て 思っ て いま す 
出 油 さん と は どう い 
中 山 11 年 くら い お 付き 合 な させ て いた だ いて ます けど 、 ホ ント に 話 じ や す ゆ 方 、 フ ラ 
ンク な 方 。 僕 が 初め て お 会 いし だ の は まだ 20 つ の 頃 な ん で すけ ど 、 そ ん な 若造 の 言う 
こと も ちゃ ん と 聞い て くれ て ね 。 出 油 さ ん の じゃ な か っ たら こん な に 長く 付き 合っ て も ら 
えな か っ た か な っ て 思い ます し 、 こ れ で も うち まう と 仕事 すれ ば も うと イイ 人 な ん で す 
けど ね え 。 で も ホン ト に 出 潤 さ ん は 諾 われ で ます し 、 こ の 人 は 遂 補 適所 で こう うふ う 
に っ て 判断 し て 、 そ の 通り に 人 を 集め れる と いう の は 出 洋 さ ん に や つば り 人 徳 が ある か 
ら そ うい う 事 が で きる 。 業 界 の 中 で は 、 一 部 で 王様 と か 呼ば れ て た りす る ん で すけ ど 、 
本 人 は 非常 議 虚 な 方 で す よ 。 人 普通 デザ イナ ー さ ん っ て 「 コ レ だ 」 っ て 感じ な ん だ けど 」 
出 測 さん の 場合 は 。「 こ うし た ら ど う で すか 」 と いう と .† 子 うか そう か 」 っ て よく 聞い て 
いた だ ける ん で そう いう 乱 味 で は 非常 た や りや すい 。 大 河原 さん も そう で すけ ど 、 コ 
だ け 長 く 業界 に いら っ し ゃ る 方 な の に 、 若 い 人 間 と 同じ 目線 で 付 ぎ 合 える っ て いう の が 
凄い で すね 。 出 洋 さ ん が 人 気 デ ザイ ナー と な っ て いる 部 分 は 、 上 が う て く る デザ イン が 
系 晴らし いと いう の は 勿論 な ん で すけ ども 、 そ うい う 人 間 性 も ある の か な あっ て 思い ま 
те 














| NpEX | 


機動 戦士 ガン ダム са 


や ガン ダム 


C・ ア ジー ル 
ホビ ー ハ イザ ッ ク 
ズック & メ ッ ド 
シャ ア & ク エス の ノー マル ス 一 У 
СУРАИТ ЖЕЛ -сахеее не созы лабеыондемыымындағы 


機動 戦士 ガン ダム 0080 ポケ ッ ト の 中 0 戦争 


NT-1 アレ ックス 

量産 型 ガ ン キ ャ ノン … 
ジム ・ コ マン ド 
ジム ・ ス ナイ バー カス タム ・ 
寒冷 地 仕様 ジム 
ケシ ンプ ファー 
уу2 • КАП 
ゲル ググ J … 
ハイ ゴッグ 
ズゴック E ・ 
グレ イフ ァ ン トム ‘P52 
ミ デ ア 輸送 機 
ユー コン U-99 -P53 
6 輸送 用 大 型 シャ トル ・ 
チ ペ 級 重 巡 洋 艦 グ ラー フツ ェ ベ リン 
艦 ヴ ァ ル キュ ー レ & 




































バー ニ ィ の ノー マル ス . 
クリ ス の ノー マル スズ ス -Р70 
サイ クロ プス 隊 服 装 
連邦 軍 一 般 兵士 服装 
ジオ ン 将 官 … 
ジオ ン 軍 士官 … 
リー ア 軍 司令 官 
バー ニ ィ の 銃 … 
ジオ ン 水 中 MS 隊 P93 
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機動 戦士 ガン ダム ZZ 


ガル ス J ee 









ハン マハ ンマ 


新 機動 戦記 ガン ダム W 





0Z 将 校 の 服装 ・ P78 
0Z 土 官 の 服装 ・ Р79 
統一 連合 将校 の 服装 ・ P78 


統一 連合 士官 の 服装 ・ 
ホワ イト ファ ング 制服 
ゼクス の 礼服 
リリ ー ナ 、 ノ イン の 礼服 


Р79 
P80 
P80 
P80 






























リリ ー ナ ドレ ス P80 
学園 制服 … Po 
アス トロ スズ P81 
新 機動 戦記 ガン ダム W エン ドレ スワ ルツ 

マリ ー メ イヤ 軍服 

マリ ー メ イヤ 軍兵 二 

マリ ー メ イヤ 軍 ア スト ロス ー 

ブリ ベン ダー 制服 








イシ ュ タ ル Mk-I ・ 









ва. жх 
вж. ях 
特 自制 服 
特 自 コ ネ ク ト ス 
シン ボル コネ クト スー 





バル キリ ・ 
м НЫ 
小型 無人 WM 
ホッ グ … 
ウォ ー カ ー タ ンカ ー 
アー スズ サン ダー… 
アー スハ リ ケ ー 
フラ ッ ペ ー… 
デラ バス ギャ ラン … 
ダブ ルオ ー ル 級 ラ ン 
ガバ ン 級 ラン ド シ ッ プ バ ッ フ ァ ロ ー 
エン ペラ ー 改 
キャ メル ・ 
ゴル ゴン ・ 
ホバー ヘリ HHRR… 
ホバー ヘリ ソアラ 
ホバー へ ヘリ テス タメ ント 想 ・ 
ホバー ヘリ リモ ー ト へ ヘリ ・ 
ホバー クレ ー 




























ホバー バト カー 
その 他 の ホバー カー 
アウ アジ ウブ 
ゲ ググ の カヌー 
アク アフ ィ ッ シャ ー 
スノー モビ ル 
WM 用 ボブ スレ ー 
医療 トラ ッ ク 
トレ ー ラ 
設置 砲 座 ・ 
G.G 司 令 培 ・ 
アー サー の 入る カプ セル 
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キリ コ の 服装 
テイ タニ ア の 服装 
ギル ガメ ス 軍 軍服 
メル キア 軍 軍 服 … 
マー ティ アル 会 員 の 服装 … 
ズ ロ ー・ ラ ー キ ン と 手下 た ち ・ 
メル キア 拳銃 …… й 

キリ コ 、 テ イタ | 























































ア の 武器 ・ 


冷凍 カプ セル 
コン プラ ント ・ ” 
アレ ギ ウ ム 総 本 山  қөөмммммлл 


良 の リヴ ァ イ ア ス 


航 宙 士官 学校 制服 
軌道 保安 庁 制服 ・ % 
惑星 間 安 保 理 事 会 制服 ----------ееееееее--. P85 
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